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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室     33－1115

町の人口町の人口
（９月１日現在　常住人口）（９月１日現在　常住人口）

人　口　
   男　   
   女　　
世帯数

（－  １）
（－  3）
（＋  2）
  （－  6）

２３，２７6  人
１１，４９3  人
１１，７８3  人
   ９，２46世帯

■臨時休館のお知らせ
　 図書の整理のため、
  １０月１５日（月）～２５日（木）は、休館します。
  ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

  ★お手伝いいただけるボランティアさん大募集！！
     お気軽に図書館カウンターまでお申し出ください。

■新着・図書のお知らせ
ちちしきのもり　シリーズ・少年写真新聞社
　　本を読んで得られるものは感動や
　発見、知識だけに限りません。本を
　通じて養われた知的好奇心や考えた
　り感じたりする力は、次の疑問や興
　味関心を生み出します。

　　発展的な読書の楽しさを伝える
　ノンフィクションシリーズ。

 ●　　　　　　　　　　　　　   著・谷川 勝至
　　放射線がどんなものかを正しく理解できる本。
　　身を守る方法もわかります。

 ●　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　  著・馬上 丈司　／ 監修・倉阪 秀史
　　どう変わる？
　　再生可能エネルギーが支える未来の社会。

 ●　　　　　　　　　　　　　   著・宍倉 正展
　　大地には、これから来る地震や津波の情報がねむっている！
　想定外といわれる巨大地震を想定した専門家の研究。

 ●　　　　　　　　　　　　　　
                                                            著・泉 美智子
　　おこづかいから国の税金まで、お金の動きについて考えて
　みましょう。｢経済｣のすがたが見えてきます。

　・・・・・・・・・・２１９冊
・・・・・・・・・・・・４，８７７人
・・・・・・・・・・・８，４６９冊

・・・・・・７１人

■10月の行事
　★おはなし会『ひまわり』
　　　１０月１３日（土）   １４時～１４時３０分
　絵本の読み聞かせ、紙しばい、手あそびなどをします。

　※今月の『ライブラリーこぐま』は、お休みです。

◆◆　喫茶去（きっさこ）　◆◆
　明徳会図書館、今の場所に新築移転したのが、
　昭和５７年（1982年）。御年、３０歳！
　かなりの ご老体になりました。
　空調設備も とうとうダウン。
　ご利用の皆さまには、今夏の酷暑、
　ご迷惑をおかけしました。
　この場をお借りしまして、お詫び申し上げます。
　皆さまの理解を得、刷新！！
　おかげさまで、遅い残暑にはぎりぎり間に合いました。
　深く深く感謝です。
　昨年度には、二重窓になり、トイレも一部洋式に。
　読書環境は、ばっちり整いました。
　皆さまのご来館、心よりお待ち申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館長
　（これからの冬、石油ストーブは、
　   お役ごめんになりそーです。いと、よろこばし。）

『みんなが知りたい放射線の話』

『巨大地震をほり起こす』　　

『「５００円玉の旅」～お金の動きがわかる本～』　

『知ろう！再生可能エネルギー』

■８月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

■町民会館からお知らせ　電話３３－３３3０
 ☆文化事業チケット情報☆
　劇団四季ミュージカル 『王様の耳はロバの耳』
  【日時】１１月２５日（日）開演１７時００分
  【料金】Ｓ席４，２００円 　Ａ席３，１５０円
　　　　（全席指定・税込）
　　　　　　チケット好評発売中！

（関連記事・・・・・・・11Ｐ）

●  『第２２回　わんぱく寺子屋』●  『第２２回　わんぱく寺子屋』
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たどつ子ども議会たどつ子ども議会たどつ子ども議会たどつ子ども議会

平成24年度  たどつ子ども議会  開催
将来の多度津町を担う若い力が集結！

　多度津町の将来を担う子どもたちが、「故郷たどつ」
の姿をよく見つめ、快適で住みよいまちをつくるために、
町に対して自分の夢や希望を話してもらう『平成２４年
度たどつ子ども議会』が、８月２３日（木）に多度津町
役場本会議場で開催されました。
　各小学校・中学校から選出された１５名の子ども議員
の皆さんからは、自分たちの意見が活かされた町になっ
てほしいという期待感にあふれた質問・意見が町執行部
に投げかけられ、有意義で活発な議会になりました。

問
】 

昔
は
多
度
津
山

に
、
も
っ
と
遊
具
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
遊
具
が
取
り
壊

さ
れ
て
遊
ぶ
場
所
が
減
っ
た
と
思
い
ま
す
。

遊
具
が
あ
る
と
、
多
度
津
山
に
遊
び
に
行

く
人
も
増
え
、
体
を
動
か
す
こ
と
に
も
繋

が
り
、
町
外
か
ら
来
る
人
も
増
え
る
と
思

い
ま
す
が
、
遊
具
の
設
置
や
増
や
す
計
画

は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
古
い
遊
具
の
点

検
・
整
備
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

答
】 
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
遊
具
は
「
県

立
桃
陵
公
園
」
内
に
あ
り
、
香
川
県
の
管

理
地
の
た
め
、
設
置
に
は
香
川
県
の
了
解

を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
、

カ
リ
ヨ
ン
広
場
な
ど
に
遊
具
が
あ
り
ま
し

た
が
、
老
朽
化
に
よ
る
け
が
の
危
険
性
が

生
じ
た
遊
具
は
順
次
撤
去
し
て
い
き
ま
し

た
。
全
国
的
に
も
危
険
度
の
高
い
遊
具
は
、

撤
去
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　点
検
・
整
備
に
つ
い
て
は
、
産
業
課
が

県
か
ら
管
理
を
依
頼
さ
れ
、
ト
イ
レ
や
遊

具
な
ど
の
故
障
・
破
損
が
な
い
か
を
見
回

り
、
不
良
箇
所
の
修
繕
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
町
と
県
が
定
期
的
に

点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

  

【
産
業
課
】

問
】 

最
近
、
環
境
問

題
、
電
力
不
足
な
ど
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
問
題
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
、
多
度
津
町
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
よ
さ
が
あ
る
の
で
す
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
で
す
か
。

そ
し
て
、
発
電
し
た
電
気
を
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
使
用
す
る
予
定
で
す
か
。

答
】 

「
多
度
津
町
に
と
っ
て
の
よ
さ
」
は
、

ま
ず
皆
さ
ん
の
よ
う
に
、
環
境
問
題
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
こ
と
で

す
。
大
勢
の
人
の
考
え
が
少
し
ず
つ
変
わ

っ
て
い
く
こ
と
が
、
や
が
て
大
き
な
変
化

に
繋
が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　「
今
後
の
計
画
」
と
し
て
は
、
事
業
者

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
電
力
会
社
な
ど

と
相
談
し
な
が
ら
、
来
年
３
月
末
ま
で
に

事
務
手
続
き
や
工
事
を
済
ま
せ
、
早
い
時

機
に
発
電
が
開
始
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　「
発
電
し
た
電
気
の
使
用
方
法
」
と
し

て
は
、
発
電
し
た
電
気
は
全
量
、
電
力
会

社
に
売
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
な
ど
の
非
常
用
電
源
と
し
て
も
使

え
る
よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。
【
総
務
課
】

問
】 

小
学
校
へ
の
通

学
路
に
は
危
険
な
道

路
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

ぼ
く
の
通
学
路
に
あ

る
曲
が
り
角
で
は
、
車
の
出
入
り
が
多
く
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

自
宅
付
近
の
上
池
に
も
柵
が
な
く
、
池
に

落
ち
た
人
も
い
る
と
母
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　ぼ
く
た
ち
も
安
全
に
気
を
つ
け
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
危
険
な
箇
所
へ
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
】 

町
が
管
理
す
る
町
道
や
水
路
で
は
、

危
険
度
の
高
い
箇
所
か
ら
設
置
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
通
学
路
緊
急
点
検
で
は
、

豊
原
校
区
で
も
多
く
の
要
望
を
い
た
だ
き
、

指
摘
が
あ
っ
た
箇
所
の
現
地
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
舗
装
状
態
の
悪
い
部
分
の
改
良
、

歩
道
水
路
へ
転
落
防
止
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の

設
置
、
小
学
校
北
側
交
差
点
の
修
復
な
ど
、

早
急
に
安
全
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　町
が
遊
歩
道
の
整
備
を
し
て
い
る
た
め

池
は
、
防
護
柵
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
た
め
池
の
堤
部
分
に
は
設
置

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
た
め
池
付
近
で
遊

ぶ
時
は
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
か
ら
も
気
軽
に
ご
意
見
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

  

【
建
設
課
】

★
多
度
津
山
に
遊
具
の
設
置
を
！

●
　
井
本
　
龍
汰
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
小
学
校
６
年
）

★
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
よ
る
効
果
は
？

●
　
竹
下
　
　
翔
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
小
学
校
６
年
）

★
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
を
！

●
　
合
田
　
佳
史
　
議
員

　
　
　
　
（
豊
原
小
学
校
６
年
）

問
】 

私
は
歴
史
の
勉

強
が
大
好
き
で
、
以

前
は
よ
く
明
徳
会
図

書
館
へ
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
高
学
年
に
な
っ
て
忙
し
く
な
り
、

な
か
な
か
借
り
に
行
け
ま
せ
ん
。
学
校
の

図
書
室
に
も
っ
と
本
が
あ
れ
ば
す
ぐ
借
り

に
行
け
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ

け
多
く
の
本
を
買
っ
て
い
た
だ
き
、
図
書

室
の
本
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

答
】 

学
校
図
書
室
や
学
級
文
庫
に
は
、
毎

年
、
色
々
な
種
類
の
新
し
い
本
を
計
画
的

に
購
入
し
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年
度
は
国

か
ら
の
補
助
も
あ
り
、
各
学
校
や
明
徳
会

図
書
館
に
も
、
い
つ
も
よ
り
た
く
さ
ん
の

新
し
い
本
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

　明
徳
会
図
書
館
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
蔵
書
や
貸
出
し
状
況
を
自
宅
か
ら
検

索
で
き
ま
す
し
、
年
に
数
回
、
１
学
級
あ

た
り
20
〜
30
冊
の
本
を
学
校
へ
貸
し
出
す

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
読

み
た
い
本
が
あ
れ
ば
、
図
書
館
に
て
貸
出

し
予
約
も
で
き
ま
す
し
、
返
却
ボ
ッ
ク
ス

に
て
開
館
時
間
外
に
も
返
却
で
き
ま
す
。

　現
在
、
近
隣
市
町
の
図
書
館
と
協
力
し

な
が
ら
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向

け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

  

【
教
育
課
】

問
】 

南
海
沖
地
震
が

き
て
大
き
な
ゆ
れ
が

起
こ
っ
た
場
合
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
看
板
が

倒
れ
て
く
る
と
、
下
じ
き
に
な
っ
て
逃
げ

ら
れ
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
学
校

の
校
舎
は
、
階
段
が
崩
れ
た
り
、
天
井
が

落
ち
て
く
る
と
安
全
に
避
難
で
き
ま
せ
ん
。

　南
海
沖
地
震
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
る

と
、
危
険
な
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
わ
れ
る
の
で
す
か
。

答
】 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
看
板
の
倒
壊
対
策
は

非
常
に
困
難
で
あ
り
、
対
応
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
が
、
古
い
住
宅
の
耐
震

対
策
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
制

度
活
用
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
備
蓄
物
資
と
し
て
、
主
食
１
，
２
０

０
食
以
上
、
毛
布
３
０
０
枚
以
上
、
簡
易

ト
イ
レ
な
ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

成
中
で
、
作
成
後
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　現
在
、
学
校
幼
稚
園
施
設
の
耐
震
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
学
校
施
設
で
は
、
震
度

６
強
の
揺
れ
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
地
震
や
防

災
に
関
し
て
教
科
や
総
合
的
学
習
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
総
務
課
・
教
育
課
】

問
】 

私
は
家
族
で
話

し
合
っ
て
、
災
害
時

に
は
学
校
に
避
難
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
学
校
の
他
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

避
難
場
所
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
そ
の
避
難
場
所
は
本
当
に
安
全
で

安
心
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
看
板

や
ポ
ス
タ
ー
・
広
報
な
ど
、
多
度
津
町
全

体
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

答
】 

災
害
発
生
時
な
ど
の
避
難
場
所
は
、

町
内
に
25
箇
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
が
、

全
て
の
災
害
時
に
使
用
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
四
箇
小
学
校
も

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
時
に
は
避
難
場

所
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
が
、
丸
亀
市
に

あ
る
金
倉
川
の
洪
水
発
生
時
に
は
、
０
．

５
ｍ
未
満
で
す
が
浸
水
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
災
害

ご
と
に
被
害
の
内
容
が
異
な
る
の
で
、
本

町
作
成
の
「
防
災
の
し
お
り
」
を
見
て
、

安
全
な
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難
場
所
の
周

知
に
つ
い
て
は
「
防
災
の
し
お
り
」
を
各

家
庭
に
配
布
し
た
り
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

 

　【
総
務
課
】

問
】 

ぼ
く
の
住
ん
で

い
る
白
方
に
は
、
自

慢
の
西
白
方
の
浜
が

あ
り
ま
す
が
、
駐
車

場
や
家
族
づ
れ
が
く
つ
ろ
げ
る
施
設
が
あ

れ
ば
、
多
く
の
人
が
利
用
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。ま
た
、「
海
辺
の
公
園
」の
中
に
「
道

の
駅
」
を
つ
く
り
、
特
産
品
の
販
売
や
特

産
品
を
使
っ
た
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
お
店

が
あ
れ
ば
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
が
、「
海
辺
の
公
園
」
や
「
道
の

駅
」
の
よ
う
な
も
の
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
】「
海
辺
の
公
園
」
や
「
道
の
駅
」
建
設

に
よ
る
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
大
変

素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
交

通
量
や
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
つ
つ
、

ど
こ
に
建
設
す
る
の
か
、「
道
の
駅
」と「
産

直
市
」
と
の
区
別
化
な
ど
、
建
設
前
に
決

め
て
お
く
べ
き
問
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
は
、
役
場
な
ど
の
地
方
公
共

団
体
が
行
う
の
で
は
な
く
、
様
々
な
方
が

意
見
を
出
し
合
い
、
問
題
解
決
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
多
額
の
お
金
も
必
要

で
あ
り
、
十
分
に
話
し
合
い
、
問
題
解
決

し
て
か
ら
で
も
遅
く
な
い
、
あ
る
い
は
解

決
の
メ
ド
が
た
っ
て
か
ら
の
建
設
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。   

【
産
業
課
】

★
図
書
室
の
さ
ら
な
る
充
実
を
！

●
　
後
藤
　
華
乃
　
議
員

　
　
　
　
（
豊
原
小
学
校
６
年
）

★
災
害
に
対
す
る
対
策
は
？

●
　
新
開
　
　
匡
　
議
員

　
　
　
　
（
四
箇
小
学
校
６
年
）

★
避
難
場
所
の
数
や
そ
の
安
全
性
は
？

●
　
松
岡
　
彩
絵
　
議
員

　
　
　
　
（
四
箇
小
学
校
６
年
）

★
『
道
の
駅
』
で
町
の
活
性
化
を
！

●
　
大
塚
　
寛
也
　
議
員

　
　
　
　
（
白
方
小
学
校
６
年
）
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たどつ子ども議会たどつ子ども議会たどつ子ども議会たどつ子ども議会

平成24年度  たどつ子ども議会  開催
将来の多度津町を担う若い力が集結！

　多度津町の将来を担う子どもたちが、「故郷たどつ」
の姿をよく見つめ、快適で住みよいまちをつくるために、
町に対して自分の夢や希望を話してもらう『平成２４年
度たどつ子ども議会』が、８月２３日（木）に多度津町
役場本会議場で開催されました。
　各小学校・中学校から選出された１５名の子ども議員
の皆さんからは、自分たちの意見が活かされた町になっ
てほしいという期待感にあふれた質問・意見が町執行部
に投げかけられ、有意義で活発な議会になりました。

問
】 

昔
は
多
度
津
山

に
、
も
っ
と
遊
具
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
遊
具
が
取
り
壊

さ
れ
て
遊
ぶ
場
所
が
減
っ
た
と
思
い
ま
す
。

遊
具
が
あ
る
と
、
多
度
津
山
に
遊
び
に
行

く
人
も
増
え
、
体
を
動
か
す
こ
と
に
も
繋

が
り
、
町
外
か
ら
来
る
人
も
増
え
る
と
思

い
ま
す
が
、
遊
具
の
設
置
や
増
や
す
計
画

は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
古
い
遊
具
の
点

検
・
整
備
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

答
】 

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
遊
具
は
「
県

立
桃
陵
公
園
」
内
に
あ
り
、
香
川
県
の
管

理
地
の
た
め
、
設
置
に
は
香
川
県
の
了
解

を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
、

カ
リ
ヨ
ン
広
場
な
ど
に
遊
具
が
あ
り
ま
し

た
が
、
老
朽
化
に
よ
る
け
が
の
危
険
性
が

生
じ
た
遊
具
は
順
次
撤
去
し
て
い
き
ま
し

た
。
全
国
的
に
も
危
険
度
の
高
い
遊
具
は
、

撤
去
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　点
検
・
整
備
に
つ
い
て
は
、
産
業
課
が

県
か
ら
管
理
を
依
頼
さ
れ
、
ト
イ
レ
や
遊

具
な
ど
の
故
障
・
破
損
が
な
い
か
を
見
回

り
、
不
良
箇
所
の
修
繕
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
町
と
県
が
定
期
的
に

点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

  

【
産
業
課
】

問
】 

最
近
、
環
境
問

題
、
電
力
不
足
な
ど
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
問
題
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
、
多
度
津
町
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
よ
さ
が
あ
る
の
で
す
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
で
す
か
。

そ
し
て
、
発
電
し
た
電
気
を
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
使
用
す
る
予
定
で
す
か
。

答
】 

「
多
度
津
町
に
と
っ
て
の
よ
さ
」
は
、

ま
ず
皆
さ
ん
の
よ
う
に
、
環
境
問
題
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
こ
と
で

す
。
大
勢
の
人
の
考
え
が
少
し
ず
つ
変
わ

っ
て
い
く
こ
と
が
、
や
が
て
大
き
な
変
化

に
繋
が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　「
今
後
の
計
画
」
と
し
て
は
、
事
業
者

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
電
力
会
社
な
ど

と
相
談
し
な
が
ら
、
来
年
３
月
末
ま
で
に

事
務
手
続
き
や
工
事
を
済
ま
せ
、
早
い
時

機
に
発
電
が
開
始
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　「
発
電
し
た
電
気
の
使
用
方
法
」
と
し

て
は
、
発
電
し
た
電
気
は
全
量
、
電
力
会

社
に
売
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
な
ど
の
非
常
用
電
源
と
し
て
も
使

え
る
よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。
【
総
務
課
】

問
】 

小
学
校
へ
の
通

学
路
に
は
危
険
な
道

路
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

ぼ
く
の
通
学
路
に
あ

る
曲
が
り
角
で
は
、
車
の
出
入
り
が
多
く
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

自
宅
付
近
の
上
池
に
も
柵
が
な
く
、
池
に

落
ち
た
人
も
い
る
と
母
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　ぼ
く
た
ち
も
安
全
に
気
を
つ
け
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
危
険
な
箇
所
へ
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
】 

町
が
管
理
す
る
町
道
や
水
路
で
は
、

危
険
度
の
高
い
箇
所
か
ら
設
置
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
通
学
路
緊
急
点
検
で
は
、

豊
原
校
区
で
も
多
く
の
要
望
を
い
た
だ
き
、

指
摘
が
あ
っ
た
箇
所
の
現
地
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
舗
装
状
態
の
悪
い
部
分
の
改
良
、

歩
道
水
路
へ
転
落
防
止
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の

設
置
、
小
学
校
北
側
交
差
点
の
修
復
な
ど
、

早
急
に
安
全
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　町
が
遊
歩
道
の
整
備
を
し
て
い
る
た
め

池
は
、
防
護
柵
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
た
め
池
の
堤
部
分
に
は
設
置

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
た
め
池
付
近
で
遊

ぶ
時
は
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
か
ら
も
気
軽
に
ご
意
見
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

  

【
建
設
課
】

★
多
度
津
山
に
遊
具
の
設
置
を
！

●
　
井
本
　
龍
汰
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
小
学
校
６
年
）

★
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
よ
る
効
果
は
？

●
　
竹
下
　
　
翔
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
小
学
校
６
年
）

★
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
を
！

●
　
合
田
　
佳
史
　
議
員

　
　
　
　
（
豊
原
小
学
校
６
年
）

問
】 
私
は
歴
史
の
勉

強
が
大
好
き
で
、
以

前
は
よ
く
明
徳
会
図

書
館
へ
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
高
学
年
に
な
っ
て
忙
し
く
な
り
、

な
か
な
か
借
り
に
行
け
ま
せ
ん
。
学
校
の

図
書
室
に
も
っ
と
本
が
あ
れ
ば
す
ぐ
借
り

に
行
け
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ

け
多
く
の
本
を
買
っ
て
い
た
だ
き
、
図
書

室
の
本
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

答
】 

学
校
図
書
室
や
学
級
文
庫
に
は
、
毎

年
、
色
々
な
種
類
の
新
し
い
本
を
計
画
的

に
購
入
し
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年
度
は
国

か
ら
の
補
助
も
あ
り
、
各
学
校
や
明
徳
会

図
書
館
に
も
、
い
つ
も
よ
り
た
く
さ
ん
の

新
し
い
本
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

　明
徳
会
図
書
館
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
蔵
書
や
貸
出
し
状
況
を
自
宅
か
ら
検

索
で
き
ま
す
し
、
年
に
数
回
、
１
学
級
あ

た
り
20
〜
30
冊
の
本
を
学
校
へ
貸
し
出
す

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
読

み
た
い
本
が
あ
れ
ば
、
図
書
館
に
て
貸
出

し
予
約
も
で
き
ま
す
し
、
返
却
ボ
ッ
ク
ス

に
て
開
館
時
間
外
に
も
返
却
で
き
ま
す
。

　現
在
、
近
隣
市
町
の
図
書
館
と
協
力
し

な
が
ら
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向

け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

  

【
教
育
課
】

問
】 

南
海
沖
地
震
が

き
て
大
き
な
ゆ
れ
が

起
こ
っ
た
場
合
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
看
板
が

倒
れ
て
く
る
と
、
下
じ
き
に
な
っ
て
逃
げ

ら
れ
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
学
校

の
校
舎
は
、
階
段
が
崩
れ
た
り
、
天
井
が

落
ち
て
く
る
と
安
全
に
避
難
で
き
ま
せ
ん
。

　南
海
沖
地
震
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
る

と
、
危
険
な
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
わ
れ
る
の
で
す
か
。

答
】 
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
看
板
の
倒
壊
対
策
は

非
常
に
困
難
で
あ
り
、
対
応
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
が
、
古
い
住
宅
の
耐
震

対
策
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
制

度
活
用
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
備
蓄
物
資
と
し
て
、
主
食
１
，
２
０

０
食
以
上
、
毛
布
３
０
０
枚
以
上
、
簡
易

ト
イ
レ
な
ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

成
中
で
、
作
成
後
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　現
在
、
学
校
幼
稚
園
施
設
の
耐
震
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
学
校
施
設
で
は
、
震
度

６
強
の
揺
れ
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
地
震
や
防

災
に
関
し
て
教
科
や
総
合
的
学
習
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
総
務
課
・
教
育
課
】

問
】 

私
は
家
族
で
話

し
合
っ
て
、
災
害
時

に
は
学
校
に
避
難
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
学
校
の
他
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

避
難
場
所
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
そ
の
避
難
場
所
は
本
当
に
安
全
で

安
心
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
看
板

や
ポ
ス
タ
ー
・
広
報
な
ど
、
多
度
津
町
全

体
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

答
】 

災
害
発
生
時
な
ど
の
避
難
場
所
は
、

町
内
に
25
箇
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
が
、

全
て
の
災
害
時
に
使
用
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
四
箇
小
学
校
も

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
時
に
は
避
難
場

所
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
が
、
丸
亀
市
に

あ
る
金
倉
川
の
洪
水
発
生
時
に
は
、
０
．

５
ｍ
未
満
で
す
が
浸
水
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
災
害

ご
と
に
被
害
の
内
容
が
異
な
る
の
で
、
本

町
作
成
の
「
防
災
の
し
お
り
」
を
見
て
、

安
全
な
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難
場
所
の
周

知
に
つ
い
て
は
「
防
災
の
し
お
り
」
を
各

家
庭
に
配
布
し
た
り
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
 

　【
総
務
課
】

問
】 

ぼ
く
の
住
ん
で

い
る
白
方
に
は
、
自

慢
の
西
白
方
の
浜
が

あ
り
ま
す
が
、
駐
車

場
や
家
族
づ
れ
が
く
つ
ろ
げ
る
施
設
が
あ

れ
ば
、
多
く
の
人
が
利
用
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。ま
た
、「
海
辺
の
公
園
」の
中
に
「
道

の
駅
」
を
つ
く
り
、
特
産
品
の
販
売
や
特

産
品
を
使
っ
た
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
お
店

が
あ
れ
ば
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
が
、「
海
辺
の
公
園
」
や
「
道
の

駅
」
の
よ
う
な
も
の
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
】「
海
辺
の
公
園
」
や
「
道
の
駅
」
建
設

に
よ
る
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
大
変

素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
交

通
量
や
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
つ
つ
、

ど
こ
に
建
設
す
る
の
か
、「
道
の
駅
」と「
産

直
市
」
と
の
区
別
化
な
ど
、
建
設
前
に
決

め
て
お
く
べ
き
問
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
は
、
役
場
な
ど
の
地
方
公
共

団
体
が
行
う
の
で
は
な
く
、
様
々
な
方
が

意
見
を
出
し
合
い
、
問
題
解
決
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
多
額
の
お
金
も
必
要

で
あ
り
、
十
分
に
話
し
合
い
、
問
題
解
決

し
て
か
ら
で
も
遅
く
な
い
、
あ
る
い
は
解

決
の
メ
ド
が
た
っ
て
か
ら
の
建
設
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。   

【
産
業
課
】

★
図
書
室
の
さ
ら
な
る
充
実
を
！

●
　
後
藤
　
華
乃
　
議
員

　
　
　
　
（
豊
原
小
学
校
６
年
）

★
災
害
に
対
す
る
対
策
は
？

●
　
新
開
　
　
匡
　
議
員

　
　
　
　
（
四
箇
小
学
校
６
年
）

★
避
難
場
所
の
数
や
そ
の
安
全
性
は
？

●
　
松
岡
　
彩
絵
　
議
員

　
　
　
　
（
四
箇
小
学
校
６
年
）

★
『
道
の
駅
』
で
町
の
活
性
化
を
！

●
　
大
塚
　
寛
也
　
議
員

　
　
　
　
（
白
方
小
学
校
６
年
）
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議員の皆さん　貴重なご意見を
　　　　　ありがとうございました。

問
】 
浜
街
道
の
郵
便

局
周
辺
は
交
通
量
も

多
く
、
路
側
帯
の
内

側
を
歩
い
て
通
学
し

て
い
ま
す
が
、
朝
や
夕
方
に
は
結
構
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
た
通
勤
の
車
や
大
型
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
通
り
ま
す
。

　路
側
帯
を
も
っ
と
広
く
し
た
り
、
車
道

と
の
境
に
フ
ェ
ン
ス
を
設
け
る
な
ど
の
道

路
整
備
や
改
修
の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
】 

ご
質
問
の
箇
所
は
、
香
川
県
が
管
理

し
て
い
る
主
要
地
方
道
に
な
り
ま
す
。
こ

の
県
道
は
、
沿
岸
部
の
広
い
地
域
を
結
ぶ

重
要
な
道
路
で
あ
り
、
多
く
の
車
両
が
通

過
す
る
過
密
な
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
十
数
年
前
よ
り
バ
イ
パ
ス
工

事
が
南
側
に
計
画
さ
れ
、
西
白
方
か
ら
見

立
区
間
を
現
在
施
行
中
で
、
平
成
30
年
す

ぎ
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
完
成
す
れ
ば
、

通
行
量
も
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
通
学
路
の
緊
急
合
同
点
検
で
は
、

危
険
箇
所
の
確
認
を
何
度
も
行
い
、
ど
う

す
れ
ば
改
善
で
き
る
か
な
ど
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
が
、
点
検
場
所
に
は
海
岸
寺
郵

便
局
付
近
も
入
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
関

係
部
署
と
協
力
し
、
改
善
策
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。  

【
教
育
課
・
建
設
課
】

問
】 

学
校
の
教
室
は

か
な
り
暑
く
、
な
か

な
か
授
業
に
集
中
で

き
な
い
時
が
あ
り
ま

す
。
ぼ
く
た
ち
は
「
授
業
が
命
」
を
肝
に

銘
じ
、
日
々
学
力
向
上
に
向
け
て
授
業
に

臨
ん
で
い
ま
す
が
、
全
国
の
学
校
で
は
熱

中
症
に
な
る
人
も
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　熱
中
症
対
策
や
、
暑
い
夏
で
も
集
中
し

て
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ク
ー
ラ

ー
設
置
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
】 
町
内
の
全
学
校
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置

す
る
に
は
、
導
入
費
用
だ
け
で
２
億
円
が

必
要
と
な
り
、
電
気
代
等
を
加
え
る
と
、

一
日
あ
た
り
約
80
万
円
が
か
か
る
試
算
に

な
り
ま
す
。
こ
の
金
額
を
聞
い
て
、
皆
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　全
国
的
に
、
子
ど
も
の
健
康
や
成
長
面
、

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
ク
ー
ラ
ー
使
用
を
控

え
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
熱
中
症
対
策
の
重
要
性
や
学
習
環
境

へ
の
影
響
も
理
解
し
て
い
ま
す
の
で
、
扇

風
機
を
配
置
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ク
ー
ラ
ー
を
「
設
置
し
な

い
」
と
決
め
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
中
学

校
改
築
に
係
る
設
計
の
中
で
そ
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。  

【
教
育
課
】

問
】 

私
の
家
で
は
、

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

を
作
っ
て
暑
さ
を
や

わ
ら
げ
た
り
、
エ
ア

コ
ン
の
つ
け
る
台
数
を
減
ら
し
、
電
気
の

無
駄
使
い
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　最
近
は
、
太
陽
光
や
風
力
、
水
力
な
ど

自
然
の
も
の
を
活
用
し
た
発
電
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
多
度
津
町
で
は
こ
の
よ

う
な
発
電
は
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
計
画
停
電
が
行
わ
れ
た
場
合
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
】 

現
在
、
多
度
津
山
開
発
地
に
民
間
事

業
所
に
よ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の

施
策
と
し
て
、
一
般
家
庭
で
の
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
の
設
置
に
対
し
て
、
補
助
金
を

出
し
て
普
及
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　計
画
停
電
が
実
行
さ
れ
る
可
能
性
は
低

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
も
し
実
施
さ
れ

た
場
合
、
住
民
皆
様
に
影
響
の
大
き
い
役

場
庁
舎
と
消
防
署
は
対
象
か
ら
外
れ
て
い

ま
す
。
計
画
停
電
の
対
象
施
設
に
つ
い
て

も
、
極
力
影
響
が
出
な
い
よ
う
対
応
を
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
影
響
の
避
け
ら

れ
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
【
総
務
課
】

★
通
学
路
の
整
備
・
改
修
計
画
は
？

●
　
山
地
　
広
大
　
議
員

　
　
　
　
（
白
方
小
学
校
６
年
）

★
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
！

●
　
大
森
　
一
輝
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
１
年
）

★
自
然
の
力
を
活
用
し
た
発
電
は
？

●
　
小
林
　
美
結
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
１
年
）

問
】 

私
は
自
転
車
で

通
学
を
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
登
下
校
時

に
、
信
号
無
視
を
し

た
り
、
方
向
指
示
器
を
出
さ
ず
に
曲
が
っ

た
り
す
る
自
動
車
を
時
々
見
か
け
、
非
常

に
危
険
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
中
学

生
の
交
通
マ
ナ
ー
も
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
学
校
で
交
通
安
全
に
関
す
る
学
習

を
し
て
い
ま
す
。
多
度
津
町
で
は
、
交
通

マ
ナ
ー
の
向
上
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

答
】 

毎
月
10
日
・
30
日
を
町
民
の
交
通
安

全
日
、
20
日
を
県
民
の
交
通
安
全
日
と
し

て
、
各
地
区
の
交
通
指
導
員
・
交
通
安
全

を
守
る
会
の
会
長
で
立
哨
お
よ
び
町
内
を

パ
ト
カ
ー
で
巡
回
し
て
い
ま
す
。
毎
週

月
・
木
曜
日
に
は
、
交
通
指
導
員
・
自
治

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
警
察
関
係
者
等
が
立
哨
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
様
々
な

交
通
安
全
に
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
に
、
多
く
の

方
々
が
献
身
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
心
に
留
め
て
、
交
通
安
全
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
の
た
め
の
「
担
い
手
」
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
【
総
務
課
・
教
育
課
】

問
】 

ぼ
く
は
、
部
活

動
で
器
械
体
操
部
に

所
属
し
て
い
ま
す
が
、

中
学
校
に
は
道
具
が

あ
ま
り
そ
ろ
っ
て
い
な
い
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
と
一
緒
に
町
民
体
育
館
で
練
習

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
体
育
館
の
使
用
は
無
料
で
す
が
、
今
後
、

有
料
化
す
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
器

具
は
壊
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
修
理
に

は
多
く
の
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
今
後
も

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
体
育
館
を
無
料
で
使

用
で
き
る
よ
う
、
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
】 

本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
各
支
部
・

体
育
協
会
加
盟
団
体
等
と
行
っ
た
協
議
の

中
で
の
意
見
や
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
の

見
地
か
ら
、
現
在
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
各
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、

修
繕
等
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
そ

の
負
担
を
町
民
か
ら
だ
け
で
な
く
、
利
用

者
に
も
お
願
い
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
検

討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
の
施
設
整
備
時
に
は
料
金
体
系
や

負
担
方
法
な
ど
、
利
用
者
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
【
教
育
課
】

問
】 

ぼ
く
た
ち
は
毎

日
、
部
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
て
、
帰
宅

す
る
こ
ろ
に
は
日
も

落
ち
、
暗
い
中
を
帰
ら
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
家
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
街
灯
の

数
が
少
な
く
な
っ
て
い
き
、
真
っ
暗
な
中

を
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
通
学
路
が
よ
り
安
全
に
な
る
よ

う
、
街
灯
設
置
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
】 

県
道
と
町
道
交
差
点
に
あ
る
道
路
照

明
は
、
ほ
と
ん
ど
香
川
県
に
お
い
て
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
設
置
に
は
周
辺
の
土
地

所
有
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
自
動
車

や
歩
行
者
の
通
行
量
な
ど
の
設
置
判
断
も

あ
り
ま
す
が
、
町
道
に
つ
い
て
、
街
灯
が

必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
関
係
者
等
と

協
議
し
設
置
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
総
務
課
管
轄
の
防
犯
灯
に
は
、
自

治
会
設
置
と
町
設
置
の
２
種
類
が
あ
り
、

地
域
に
お
け
る
防
犯
灯
は
、
自
治
会
で
設

置
等
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
町
は
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
た
り
、
蛍
光
管
の

無
償
交
換
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
町
設
置

に
つ
い
て
は
現
在
約
２
６
０
箇
所
あ
り
ま

す
。
今
後
も
補
助
を
行
い
、
環
境
の
改
善

に
取
り
組
み
ま
す
。
【
建
設
課
・
総
務
課
】

★
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
！

●
　
荒
井
　
沙
月
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
２
年
）

★
体
育
館
の
使
用
料
を
無
料
に
！

●
　
増
田
　
将
寛
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
３
年
）

★
通
学
路
に
街
灯
の
設
置
を
！

●
　
尾
崎
　
太
一
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
３
年
）

★
議
長
を
務
め
て
の
感
想

●
　
上
岡
　
宗
正
　
議
長

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
２
年
）

問
】 

今
の
桜
川
は
、

ご
み
が
多
く
、
川
の

色
も
に
ご
っ
て
い
ま

す
。
昔
は
き
れ
い
で

泳
げ
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
、
祖
父
か
ら
聞
き

ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み

を
捨
て
な
い
な
ど
、
桜
川
を
き
れ
い
に
す

る
た
め
の
意
識
を
す
れ
ば
、
も
っ
と
き
れ

い
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　多
度
津
町
で
は
、
桜
川
の
環
境
を
よ
く

す
る
た
め
の
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
】 

河
川
の
環
境
改
善
に
は
、
世
代
間
を

越
え
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、

小
学
生
を
対
象
に
、
実
際
に
現
地
で
水
生

指
標
生
物
を
確
認
し
、
河
川
の
水
質
を
調

べ
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
他
に

も
「
環
境
美
化
の
日
」
は
、
各
地
域
で
の

清
掃
活
動
を
通
じ
て
意
識
の
向
上
を
図
り
、

子
ど
も
と
大
人
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
世
代

間
を
越
え
た
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
て
も
ら
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
河
川
を
汚
す
原
因
で
あ
る
生
活

排
水
の
改
善
の
た
め
に
下
水
道
整
備
が
行

わ
れ
、
整
備
区
域
外
に
は
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
者
に
補
助
を
行
う
こ
と
で
、
汲

取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら

の
変
更
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
【
環
境
課
】

★
桜
川
の
環
境
対
策
は
？

●
　
石
原
　
潤
也
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
２
年
）

　３
時
間
に
お
よ
ぶ

た
ど
つ
子
ど
も
議
会

の
議
長
を
務
め
ら
れ

た
上
岡

　宗
正
さ
ん

（
多
度
津
中
学
校
２

年
）
は
、
「
最
初
は

議
場
の
静
か
な
雰
囲
気
に
慣
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
緊

張
せ
ず
に
議
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
将
来
は
議
員
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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議員の皆さん　貴重なご意見を
　　　　　ありがとうございました。

問
】 

浜
街
道
の
郵
便

局
周
辺
は
交
通
量
も

多
く
、
路
側
帯
の
内

側
を
歩
い
て
通
学
し

て
い
ま
す
が
、
朝
や
夕
方
に
は
結
構
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
た
通
勤
の
車
や
大
型
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
通
り
ま
す
。

　路
側
帯
を
も
っ
と
広
く
し
た
り
、
車
道

と
の
境
に
フ
ェ
ン
ス
を
設
け
る
な
ど
の
道

路
整
備
や
改
修
の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
】 

ご
質
問
の
箇
所
は
、
香
川
県
が
管
理

し
て
い
る
主
要
地
方
道
に
な
り
ま
す
。
こ

の
県
道
は
、
沿
岸
部
の
広
い
地
域
を
結
ぶ

重
要
な
道
路
で
あ
り
、
多
く
の
車
両
が
通

過
す
る
過
密
な
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
十
数
年
前
よ
り
バ
イ
パ
ス
工

事
が
南
側
に
計
画
さ
れ
、
西
白
方
か
ら
見

立
区
間
を
現
在
施
行
中
で
、
平
成
30
年
す

ぎ
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
完
成
す
れ
ば
、

通
行
量
も
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
通
学
路
の
緊
急
合
同
点
検
で
は
、

危
険
箇
所
の
確
認
を
何
度
も
行
い
、
ど
う

す
れ
ば
改
善
で
き
る
か
な
ど
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
が
、
点
検
場
所
に
は
海
岸
寺
郵

便
局
付
近
も
入
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
関

係
部
署
と
協
力
し
、
改
善
策
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。  

【
教
育
課
・
建
設
課
】

問
】 

学
校
の
教
室
は

か
な
り
暑
く
、
な
か

な
か
授
業
に
集
中
で

き
な
い
時
が
あ
り
ま

す
。
ぼ
く
た
ち
は
「
授
業
が
命
」
を
肝
に

銘
じ
、
日
々
学
力
向
上
に
向
け
て
授
業
に

臨
ん
で
い
ま
す
が
、
全
国
の
学
校
で
は
熱

中
症
に
な
る
人
も
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　熱
中
症
対
策
や
、
暑
い
夏
で
も
集
中
し

て
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ク
ー
ラ

ー
設
置
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
】 

町
内
の
全
学
校
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置

す
る
に
は
、
導
入
費
用
だ
け
で
２
億
円
が

必
要
と
な
り
、
電
気
代
等
を
加
え
る
と
、

一
日
あ
た
り
約
80
万
円
が
か
か
る
試
算
に

な
り
ま
す
。
こ
の
金
額
を
聞
い
て
、
皆
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　全
国
的
に
、
子
ど
も
の
健
康
や
成
長
面
、

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
ク
ー
ラ
ー
使
用
を
控

え
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
熱
中
症
対
策
の
重
要
性
や
学
習
環
境

へ
の
影
響
も
理
解
し
て
い
ま
す
の
で
、
扇

風
機
を
配
置
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ク
ー
ラ
ー
を
「
設
置
し
な

い
」
と
決
め
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
中
学

校
改
築
に
係
る
設
計
の
中
で
そ
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。  

【
教
育
課
】

問
】 

私
の
家
で
は
、

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

を
作
っ
て
暑
さ
を
や

わ
ら
げ
た
り
、
エ
ア

コ
ン
の
つ
け
る
台
数
を
減
ら
し
、
電
気
の

無
駄
使
い
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　最
近
は
、
太
陽
光
や
風
力
、
水
力
な
ど

自
然
の
も
の
を
活
用
し
た
発
電
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
多
度
津
町
で
は
こ
の
よ

う
な
発
電
は
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
計
画
停
電
が
行
わ
れ
た
場
合
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
】 

現
在
、
多
度
津
山
開
発
地
に
民
間
事

業
所
に
よ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の

施
策
と
し
て
、
一
般
家
庭
で
の
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
の
設
置
に
対
し
て
、
補
助
金
を

出
し
て
普
及
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　計
画
停
電
が
実
行
さ
れ
る
可
能
性
は
低

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
も
し
実
施
さ
れ

た
場
合
、
住
民
皆
様
に
影
響
の
大
き
い
役

場
庁
舎
と
消
防
署
は
対
象
か
ら
外
れ
て
い

ま
す
。
計
画
停
電
の
対
象
施
設
に
つ
い
て

も
、
極
力
影
響
が
出
な
い
よ
う
対
応
を
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
影
響
の
避
け
ら

れ
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
【
総
務
課
】

★
通
学
路
の
整
備
・
改
修
計
画
は
？

●
　
山
地
　
広
大
　
議
員

　
　
　
　
（
白
方
小
学
校
６
年
）

★
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
！

●
　
大
森
　
一
輝
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
１
年
）

★
自
然
の
力
を
活
用
し
た
発
電
は
？

●
　
小
林
　
美
結
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
１
年
）

問
】 
私
は
自
転
車
で

通
学
を
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
登
下
校
時

に
、
信
号
無
視
を
し

た
り
、
方
向
指
示
器
を
出
さ
ず
に
曲
が
っ

た
り
す
る
自
動
車
を
時
々
見
か
け
、
非
常

に
危
険
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
中
学

生
の
交
通
マ
ナ
ー
も
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
学
校
で
交
通
安
全
に
関
す
る
学
習

を
し
て
い
ま
す
。
多
度
津
町
で
は
、
交
通

マ
ナ
ー
の
向
上
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

答
】 

毎
月
10
日
・
30
日
を
町
民
の
交
通
安

全
日
、
20
日
を
県
民
の
交
通
安
全
日
と
し

て
、
各
地
区
の
交
通
指
導
員
・
交
通
安
全

を
守
る
会
の
会
長
で
立
哨
お
よ
び
町
内
を

パ
ト
カ
ー
で
巡
回
し
て
い
ま
す
。
毎
週

月
・
木
曜
日
に
は
、
交
通
指
導
員
・
自
治

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
警
察
関
係
者
等
が
立
哨
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
様
々
な

交
通
安
全
に
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
に
、
多
く
の

方
々
が
献
身
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
心
に
留
め
て
、
交
通
安
全
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
の
た
め
の
「
担
い
手
」
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
【
総
務
課
・
教
育
課
】

問
】 

ぼ
く
は
、
部
活

動
で
器
械
体
操
部
に

所
属
し
て
い
ま
す
が
、

中
学
校
に
は
道
具
が

あ
ま
り
そ
ろ
っ
て
い
な
い
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
と
一
緒
に
町
民
体
育
館
で
練
習

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
体
育
館
の
使
用
は
無
料
で
す
が
、
今
後
、

有
料
化
す
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
器

具
は
壊
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
修
理
に

は
多
く
の
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
今
後
も

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
体
育
館
を
無
料
で
使

用
で
き
る
よ
う
、
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
】 

本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
各
支
部
・

体
育
協
会
加
盟
団
体
等
と
行
っ
た
協
議
の

中
で
の
意
見
や
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
の

見
地
か
ら
、
現
在
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
各
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、

修
繕
等
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
そ

の
負
担
を
町
民
か
ら
だ
け
で
な
く
、
利
用

者
に
も
お
願
い
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
検

討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
の
施
設
整
備
時
に
は
料
金
体
系
や

負
担
方
法
な
ど
、
利
用
者
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
【
教
育
課
】

問
】 

ぼ
く
た
ち
は
毎

日
、
部
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
て
、
帰
宅

す
る
こ
ろ
に
は
日
も

落
ち
、
暗
い
中
を
帰
ら
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
家
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
街
灯
の

数
が
少
な
く
な
っ
て
い
き
、
真
っ
暗
な
中

を
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
通
学
路
が
よ
り
安
全
に
な
る
よ

う
、
街
灯
設
置
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
】 

県
道
と
町
道
交
差
点
に
あ
る
道
路
照

明
は
、
ほ
と
ん
ど
香
川
県
に
お
い
て
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
設
置
に
は
周
辺
の
土
地

所
有
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
自
動
車

や
歩
行
者
の
通
行
量
な
ど
の
設
置
判
断
も

あ
り
ま
す
が
、
町
道
に
つ
い
て
、
街
灯
が

必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
関
係
者
等
と

協
議
し
設
置
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
総
務
課
管
轄
の
防
犯
灯
に
は
、
自

治
会
設
置
と
町
設
置
の
２
種
類
が
あ
り
、

地
域
に
お
け
る
防
犯
灯
は
、
自
治
会
で
設

置
等
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
町
は
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
た
り
、
蛍
光
管
の

無
償
交
換
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
町
設
置

に
つ
い
て
は
現
在
約
２
６
０
箇
所
あ
り
ま

す
。
今
後
も
補
助
を
行
い
、
環
境
の
改
善

に
取
り
組
み
ま
す
。
【
建
設
課
・
総
務
課
】

★
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
！

●
　
荒
井
　
沙
月
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
２
年
）

★
体
育
館
の
使
用
料
を
無
料
に
！

●
　
増
田
　
将
寛
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
３
年
）

★
通
学
路
に
街
灯
の
設
置
を
！

●
　
尾
崎
　
太
一
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
３
年
）

★
議
長
を
務
め
て
の
感
想

●
　
上
岡
　
宗
正
　
議
長

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
２
年
）

問
】 

今
の
桜
川
は
、

ご
み
が
多
く
、
川
の

色
も
に
ご
っ
て
い
ま

す
。
昔
は
き
れ
い
で

泳
げ
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
、
祖
父
か
ら
聞
き

ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み

を
捨
て
な
い
な
ど
、
桜
川
を
き
れ
い
に
す

る
た
め
の
意
識
を
す
れ
ば
、
も
っ
と
き
れ

い
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　多
度
津
町
で
は
、
桜
川
の
環
境
を
よ
く

す
る
た
め
の
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
】 

河
川
の
環
境
改
善
に
は
、
世
代
間
を

越
え
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、

小
学
生
を
対
象
に
、
実
際
に
現
地
で
水
生

指
標
生
物
を
確
認
し
、
河
川
の
水
質
を
調

べ
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
他
に

も
「
環
境
美
化
の
日
」
は
、
各
地
域
で
の

清
掃
活
動
を
通
じ
て
意
識
の
向
上
を
図
り
、

子
ど
も
と
大
人
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
世
代

間
を
越
え
た
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
て
も
ら
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
河
川
を
汚
す
原
因
で
あ
る
生
活

排
水
の
改
善
の
た
め
に
下
水
道
整
備
が
行

わ
れ
、
整
備
区
域
外
に
は
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
者
に
補
助
を
行
う
こ
と
で
、
汲

取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら

の
変
更
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
【
環
境
課
】

★
桜
川
の
環
境
対
策
は
？

●
　
石
原
　
潤
也
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
２
年
）

　３
時
間
に
お
よ
ぶ

た
ど
つ
子
ど
も
議
会

の
議
長
を
務
め
ら
れ

た
上
岡

　宗
正
さ
ん

（
多
度
津
中
学
校
２

年
）
は
、
「
最
初
は

議
場
の
静
か
な
雰
囲
気
に
慣
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
緊

張
せ
ず
に
議
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
将
来
は
議
員
に
な
り
た
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④ 107人
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【問１】お住まいの住宅の所有関係は、次のどれにあたりま
　　　　すか？

Ｑ．補助や現品支給があればもっと設置率が上がる
　　のでは
Ａ．ご存知のとおり、平成１８年以降に建築された
　　住宅には設置が義務付けられています。また、

　　既存の住宅においても、１軒の住宅に複数個の

　　設置が必要な場合も非常に多く、全住民の方々

　　に平等に補助を行うのは困難であるため、補助

　　や現品配布の予定はありません。

Ｑ．どの製品がよいかわからない
Ａ．熱を感知するものと、煙を感知するタイプのも
　　のがあります。台所には熱感知を取り付け、寝

　　室や階段室には煙感知を取り付けてください。

　　なお、それぞれに連動型と単体とがあります。

　　連動型は単体型と比べ購入金額が２倍以上して

　　いるようですが、他の部屋で感知しても全て連

　　動して警報を発しますので、予算にゆとりがあ

　　れば連動型をお勧めします。

Ｑ．取付方法がわからない
Ａ．ほとんどの機種は取付台と本体に分かれていて、
　　取付台をねじくぎ２本で天井や壁に取り付けた

　　後、本体をはめ込むだけで簡単に設置できます

　　が、高齢等により取り付けできない場合は消防

　　署にご連絡ください。有料となりますが取り付

　　けをしてくれる業者を紹介します。

Ｑ．消防署が推薦や販売をしてほしい
Ａ．「○○社の○○という製品をお勧めします」、
　　「○○という製品であれば○○○円で紹介しま

　　す」など、私たち消防職員が特定の会社･製品

　　をお勧めすることはできませんが、購入すると

　　きには、日本消防検定の【ＮＳマーク】のつい

　　た製品を選んでください。

Ｑ．自治会等にて説明会を実施し、わかりやすく説
　　明してほしい　　
Ａ．多度津町広報にて数回周知しましたとおり、自
　　治会単位等にて住宅火災警報器に関する説明会

　　の希望がございましたら、消防本部に連絡くだ

　　さい。できる限り希望に添える形でお伺いして

　　います。

Ｑ．住宅用火災警報器を取り付けないと何か罰則が
　　あるのですか
Ａ．現在のところ罰則規定はありませんが、自分の
　　命を守るために設置をお願いします。

Ｑ．どこで購入するかわからない
Ａ．電気店、ホームセンター、消防設備店などで販
　　売しています。

Ｑ．不在中、警報器が鳴ったとき近所にも聞こえま
　　すか
Ａ．香川県内において通行人が警報音を聞き、早期
　　の１１９番通報により、ぼや火災でおさまった

　　事例が数件あります。

　　住宅用火災警報器の取り付けが義務化された理

　　由は、就寝中の逃げ遅れを減少することが目的

　　で、ご近所まで気がつくような仕様ではありま

　　せんが、音量を試されたい方は消防署にいくつ

　　か見本を置いていますので、試聴することがで

　　きます。

Ｑ．施行され１年以上経過してからの調査では遅す
　　ぎるのではないでしょうか
Ａ．今回の調査と同様の調査は過去２回実施し、広
　　報たどつ「平成２２年１１月号」および「平成

　　２３年１０月号」に調査結果を掲載しています

　　ので参考にしてください。

　　上記の町広報をお持ちでない方は、多度津町の

　　ホームページで「行政情報－広報」より、過去

　　の広報誌がご覧いただけます。

　　それ以外にも、多度津町や消防本部が開催して

　　いる各種イベントやスーパーマーケット出入口

　　付近での調査を実施し、啓発活動の参考として

　　います。

Ｑ．我が家は電化住宅だから取り付けなくていいで
　　すか
Ａ．電化住宅ではガスコンロ
　　など直火を取扱うことは

　　なくなりますが、火災が

　　起きないわけではありま

　　せんので、住宅用火災警

　　報器は取り付けてくださ

　　い。

【問２】お住まいの住宅の建て方は、次のどれにあてはまり
　　　　ますか？

【問３】お住まいの住宅が建てられた時期は、次のどれにあ
　　　　たりますか？

【問４】消防法で、住宅用火災警報器の設置が義務付けられ
　　　　ていることをご存知ですか？

【問５】お住まいの住宅には、寝室・階段室等に住宅用火災
　　　　警報器が設置されていますか？

【問７】今のところ設置していない理由は何ですか？あてはまるものを全て選んでください。

【問６】どのような経緯で設置に至りましたか？

■①持ち家

■②借家（民間）

■③借家（公営住宅等）

■④その他（社宅）

■①一戸建・長屋建

■②共同住宅

■③その他

■①平成18年５月以前

■②平成18年６月以降

■③分からない

■①知っている

■②知らない

■①設置している

■②一部設置している

■③設置する必要がない

■④設置していない

■①自ら購入して設置

■②住宅の建築・改築時
　　に設置
■③家主・管理者が設置

■④分からない

■⑤その他

■①設置が義務化されていることを知らなかった

■②設置費用負担が大きい

■③自分で設置することが難しい

■④購入方法がわからない

■⑤借家のため自分で設置してよいか分からない

■⑥どれくらいの効果があるか分からない

■⑦その他

消防本部からお知らせ消防本部からお知らせ消防本部からお知らせ消防本部からお知らせ

① 262人(80.6%) ① 283人(87.1%)

① 291人(89.5%) ① 292人(89.8%)

① 142人
　(65.7%)

住宅用火災警報器のアンケート結果について◎アンケート調査に記載いただいたご意見･ご提案を紹介します。 多度津町消防本部　☎３３－２５５１

　住宅火災による悲惨な犠牲者を減らす対策の一つとして、消防法が改正され、それに合わせて多度津町火災予防条例
も改正されました。それに伴い既存住宅については平成２３年５月末日までに、寝室および階段室等に住宅用火災警報
器を設置することが義務づけられ、平成２３年６月１日より施行となりました。（罰則規定はありません）
　この７月に住宅用火災警報器の設置状況と啓発活動の
有効性を調査するために、町内全世帯から６００世帯を
無作為に抽出してアンケートを実施し、今年で３回目と
なりました。その結果は次のとおりです。ご回答いただ
いた皆様、ご協力ありがとうございました。

【アンケート結果】
★アンケート回収率・・・・・・54.2％（325世帯）
★住宅用火災警報器設置率・・・67.1％
★設置義務化を知らなかった・・10.2％
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央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
鶴
の
会

　場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

　期
間
＝
10
月
１
日
（月）
〜
31
日
（水）

　
　
　
　
　／
８
時
30
分
〜
17
時

　※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
10
月
21
日
（日）

　ピ
ア
ノ
発
表
会

　開
場
12
時
30
分
開
演
13
時
00
分

●
10
月
27
日
（土）

　菊
有
徳
会
「
舞
踊
の
つ
ど
い
」

　開
場
11
時
30
分
開
演
12
時
00
分

●
10
月
28
日
（日）

　多
度
津
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２

　
　獅
子
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　多
度
津
一
受
け
た
い
授
業

　
　魅
せ
る
！
グ
ル
メ
屋
台

　
　チ
ー
ム
難
骨

　Ｂ
Ｍ
Ｘ
シ
ョ
ー

　
　桜
川
ク
ル
ー
ズ

　
　ダ
ン
ス
バ
ト
ル

　
　
　
　他

　
　
　／
11
時
00
分
〜
17
時
00
分

　※
雨
天
決
行

■『
ひ
だ
ま
り
』10
月
講
習

●
11
日
（木）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
聞
き
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　ス
ト
レ
ッ
チ
』

　▽
講
師
＝
中
山

　絵
美

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
桃
陵
大
学
10
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
19
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
各
地
区
代
表
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　体
験
発
表

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
11
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　場
所
＝
中
央
公
民
館
外
庭
周
辺

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
11
日
（木）
・
12
日
（金）

　行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

　
　
　
　（
う
ど
ん
づ
く
り
）

　場
所
＝
四
箇
小
学
校

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
24
日
（水）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　
　（
収
穫
祭
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

②
日
時
＝
22
日
（月）

　行
事
＝
臨
地
研
修

　場
所
＝
京
都
方
面

■
た
ど
つ
柳
壇（
第
58
回
）

　
　
　

 

福
岡

　紫
蝶

　選

【
第
一
席
】

影
で
さ
え
見
つ
め
て
い
た
い
十
五
才

　
　見

　立

　
　
　髙
島
也
知
子

〔
評
〕
十
五
才
。
感
じ
や
す
い
年

　頃
で
す
。
悩
ん
だ
り
落
ち
込
ん

　だ
り
す
る
が
、
そ
こ
は
通
ら
ね

　ば
な
ら
ぬ
大
人
へ
の
道
。
相
手

　を
思
い
、
行
動
は
思
い
の
ほ
か

　気
遣
っ
て
い
ま
す
。
そ
っ
と
「
影

　で
も
い
ヽ
一
目
」
そ
し
て
大
人

　に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。「
影
で

　さ
え
」
に
十
五
才
の
願
望
が
コ

　ボ
レ
見
え
ま
す
。

【
第
二
席
】

鉄
傘
の
影
伸
び
て
ゆ
く
甲
子
園

　
　道
福
寺

　
　
　和
田

　吉
史

〔
評
〕
夏
の
甲
子
園
は
、
特
別
の

　フ
ァ
ン
で
な
く
て
も
熱
に
う
か

　さ
れ
る
も
の
で
す
。
得
点
に
大

　差
が
あ
っ
て
も
、
最
後
ま
で
の

　戦
い
は
陽
が
傾
い
て
も
続
き
ま

　す
。「
鉄
傘
の
影
」
の
動
き
な
ど

　気
付
い
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　刻
の
動
き
を
冷
静
に
伝
え
て
く

　れ
て
い
ま
す
。

【
第
三
席
】

影
伸
び
て
ひ
ま
わ
り
迷
路
秋
の
い
ろ

　
　道
福
寺

　
　
　和
田

　枝
三

〔
評
〕
酷
暑
と
い
わ
れ
た
今
年
も
、

　秋
は
や
っ
て
き
ま
し
た
。
叩
く

　よ
う
な
雨
の
後
、
あ
の
背
高
ひ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

　特別養護老人ホーム『桃陵苑』の盆踊り大会が、
８月８日、町民健康センター駐車場を会場に、今年
も多くの団体や企業の方々の参加・ご協力のもと、
盛大に開催されました。
　踊り連の皆さんは「たどつ音頭」「たどつばやし」
のほかにも、いろいろな踊りを披露して、お客さん
や施設利用者の方々を大いに楽しませてくれました。

　８月１２日、今年も白方地区ヤットセー踊大会実
行委員会（田中武司委員長）による『ヤットセー踊』
大会が、白方小学校第二グランドで開催されました。
　地域の皆さんや各団体の方々をはじめ、地元の幼
稚園児・小学生児童が、踊りはもちろん、運営・設
営など手をとりあって、この盆踊り大会を盛り上げ
ていました。　

●『桃陵苑』盆踊り大会●白方地区『ヤットセー踊』大会

　ま
わ
り
の
迷
路
の
と
こ
ろ
ど
こ

　ろ
に
、
水
溜
り
が
残
り
ま
し
た
。

　「
影
伸
び
て
」
に
忍
び
寄
る
秋

　の
彩
を
み
つ
け
ま
す
。

【
佳

　作
】

影
踏
み
で
鬼
に
な
る
子
は
２
〜
３
人

　
　奥
白
方

　
　
　藤
塚
美
智
子

【
佳

　作
】

影
ぼ
う
し
つ
か
ず
離
れ
ず
年
重
ね

　
　東

　浜

　
　
　西
本

　美
子

■
次
回
た
ど
つ
柳
壇

　
　第
59
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝
「
和
む
」

▽
選
者
＝
番
傘
川
柳
本
社
同
人

　
　
　
　
　
　
　福
岡
紫
蝶
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
11
月
20
日
（火）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
●

●
第
４
回
香
川
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ

　
　
　男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　（
７
月
28
・
29
日
／
丸
亀
市
土

　
　器
川
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

　準
優
勝
＝

　
　
　豊
原
ウ
ッ
ド
ペ
ッ
カ
ー
ズ

　

●
第
17
回
香
川
県
バ
ウ
ン
ド

　
　
　テ
ニ
ス
協
会
会
長
杯
大
会

　（
８
月
26
日
／
観
音
寺
市
立
総

　
　合
体
育
館
）

【
団
体
ダ
ブ
ル
ス
戦
】

　準
優
勝
＝
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

■
10
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
２
日
、
４
〜
６
日
、

　
　10
日
、
12
日
、
13
日
、
16
日
、

　
　18
〜
20
日
、
23
日
、
24
日
、

　
　26
日
、
27
日
、
30
日
、
31
日

　
　／
18
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
多
度
津
町
招
待
小
学
生

　
　
　
　
　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
14
日
（日）
／
７
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　第
二
体
育
館

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　（
レ
デ
ィ
ス
の
部
）

　▽
日
時
＝
21
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
ジ
ョ
イ
ナ
ス
た
ど
つ

　
　
　
　
　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室

　▽
日
時
＝
27
日
（土）
／
９
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

●
第
23
回
香
川
県
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　体
操
競
技
大
会

　▽
日
時
＝
28
日
（日）
／
７
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　第
二
体
育
館
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文
化
教
養

文
化
教
養

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

■
老
人
ク
ラ
ブ
10
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
５
日
（金）

　行
事
＝
県
高
齢
者
自
転
車
大
会

　場
所
＝
高
松
市
総
合
体
育
館

②
日
時
＝
25
日
（木）
／
９
時

　行
事
＝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　場
所
＝
町
民
体
育
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
13
日
（土）
／
９
時

　行
事
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　場
所
＝
四
箇
小
学
校
運
動
場

■
老
人
健
康
施
設
10
月
行
事

２
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

３
日
（水）
買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

５
日
（金）
あ
ん
ま
／
13
時

９
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

10
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

12
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　る
ん
る
ん
軽
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

　
　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

15
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

16
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

17
日
（水）
あ
ん
ま
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

18
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

23
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

24
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

25
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

26
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

29
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

30
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

31
日
（水）
買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

【
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せ
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度
津
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０
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①
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17
時
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示
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は
変
更
あ
り

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内
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く

　よ
う
な
雨
の
後
、
あ
の
背
高
ひ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

　特別養護老人ホーム『桃陵苑』の盆踊り大会が、
８月８日、町民健康センター駐車場を会場に、今年
も多くの団体や企業の方々の参加・ご協力のもと、
盛大に開催されました。
　踊り連の皆さんは「たどつ音頭」「たどつばやし」
のほかにも、いろいろな踊りを披露して、お客さん
や施設利用者の方々を大いに楽しませてくれました。

　８月１２日、今年も白方地区ヤットセー踊大会実
行委員会（田中武司委員長）による『ヤットセー踊』
大会が、白方小学校第二グランドで開催されました。
　地域の皆さんや各団体の方々をはじめ、地元の幼
稚園児・小学生児童が、踊りはもちろん、運営・設
営など手をとりあって、この盆踊り大会を盛り上げ
ていました。　

●『桃陵苑』盆踊り大会●白方地区『ヤットセー踊』大会

　ま
わ
り
の
迷
路
の
と
こ
ろ
ど
こ

　ろ
に
、
水
溜
り
が
残
り
ま
し
た
。

　「
影
伸
び
て
」
に
忍
び
寄
る
秋

　の
彩
を
み
つ
け
ま
す
。

【
佳

　作
】

影
踏
み
で
鬼
に
な
る
子
は
２
〜
３
人

　
　奥
白
方

　
　
　藤
塚
美
智
子

【
佳

　作
】

影
ぼ
う
し
つ
か
ず
離
れ
ず
年
重
ね

　
　東

　浜

　
　
　西
本

　美
子

■
次
回
た
ど
つ
柳
壇

　
　第
59
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝
「
和
む
」

▽
選
者
＝
番
傘
川
柳
本
社
同
人

　
　
　
　
　
　
　福
岡
紫
蝶
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
11
月
20
日
（火）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
●

●
第
４
回
香
川
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ

　
　
　男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　（
７
月
28
・
29
日
／
丸
亀
市
土

　
　器
川
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

　準
優
勝
＝

　
　
　豊
原
ウ
ッ
ド
ペ
ッ
カ
ー
ズ

　

●
第
17
回
香
川
県
バ
ウ
ン
ド

　
　
　テ
ニ
ス
協
会
会
長
杯
大
会

　（
８
月
26
日
／
観
音
寺
市
立
総

　
　合
体
育
館
）

【
団
体
ダ
ブ
ル
ス
戦
】

　準
優
勝
＝
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

■
10
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
２
日
、
４
〜
６
日
、

　
　10
日
、
12
日
、
13
日
、
16
日
、

　
　18
〜
20
日
、
23
日
、
24
日
、

　
　26
日
、
27
日
、
30
日
、
31
日

　
　／
18
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
多
度
津
町
招
待
小
学
生

　
　
　
　
　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
14
日
（日）
／
７
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　第
二
体
育
館

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　（
レ
デ
ィ
ス
の
部
）

　▽
日
時
＝
21
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
ジ
ョ
イ
ナ
ス
た
ど
つ

　
　
　
　
　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室

　▽
日
時
＝
27
日
（土）
／
９
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

●
第
23
回
香
川
県
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　体
操
競
技
大
会

　▽
日
時
＝
28
日
（日）
／
７
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　第
二
体
育
館
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■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
「
小
さ
な
親
切
」
を

　
　
　
　
　
　
　振
り
返
っ
て
』

　
　保
護
司

　
　出
来
田

　一
盛

　こ
の
度
機
会
を
頂
い
て
、
改
め

て
「
小
さ
な
親
切
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
親
切
、

し
か
も
小
さ
な
と
な
る
と
、
一
体

ど
う
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
。

　私
は
現
在
、
電
車
通
勤
を
し
て

い
る
の
だ
が
、
一
番
身
近
な
例
と

し
て
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
お
年
寄

り
や
小
さ
な
子
ど
も
、
体
の
不
自

由
な
方
、
妊
婦
さ
ん
等
に
席
を
譲

る
い
う
行
為
だ
。

　他
に
も
、
春
先
に
な
る
と
、
最

寄
り
駅
の
入
口
に
毎
年
つ
ば
め
が

巣
を
作
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
見
か

け
る
Ｊ
Ｒ
の
駅
員
の
方
の
手
作
り

の
立
札
「
つ
ば
め
が
巣
を
作
っ
て

い
ま
す
。」「
温
か
く
見
守
っ
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。」「
頭
上
を
ご
注

意
下
さ
い
。」
と
共
に
、
つ
ば
め
の

糞
専
用
の
ケ
ー
ス
を
見
か
け
る
の

も
微
笑
ま
し
い
。

　ま
た
、
毎
朝
改
札
を
通
る
時
に

交
わ
す
、
駅
員
の
方
と
の
挨
拶
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

「
今
日
も
暑
い
で
す
ね
。」

私
の
様
に
、
電
車
通
勤
を
何
十
年

も
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
当

た
り
前
の
や
り
と
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
毎
朝

一
言
あ
る
だ
け
で
や
は
り
嬉
し
い

も
の
で
あ
る
。

　話
が
駅
で
の
こ
と
ば
か
り
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
他
に
も
嬉
し

い
さ
さ
や
か
な
親
切
と
い
う
の
は

た
く
さ
ん
あ
る
。

　私
は
趣
味
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
も
気

が
付
け
ば
い
つ
も
何
ら
か
の
「
親

切
」
に
触
れ
て
い
る
。

　田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を
歩
い
て
い

る
時
の
見
知
ら
ぬ
人
と
の
短
い
挨

拶
の
や
り
と
り
。
仲
間
と
共
に
企

画
を
立
て
、
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
先

な
ど
で
は
、
一
杯
の
お
茶
な
ど
思

わ
ぬ
あ
り
が
た
い
お
接
待
も
多
い
。

　こ
う
し
た
も
の
は
全
国
ど
こ
で

で
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
や
は
り

遍
路
文
化
の
あ
る
四
国
な
ら
で
は

の
懐
の
暖
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
。

　徒
然
と
思
い
浮
か
ん
だ
「
小
さ

な
親
切
」
を
綴
っ
て
み
た
が
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
思
う
の
が
、
親
切

と
は
や
ろ
う
と
し
て
す
る
も
の
で

は
な
い
の
だ
な
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　受
け
る
側
は
、「
親
切
」
と
し
て

あ
り
が
た
く
も
嬉
し
く
暖
か
な
気

持
ち
に
な
る
。
し
か
し
、
や
っ
て

い
る
側
は
恐
ら
く
そ
ん
な
意
識
な

ど
微
塵
も
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　挨
拶
に
し
て
も
、
さ
さ
や
か
な

気
遣
い
に
し
て
も
、
ど
れ
も
自
然

と
そ
の
人
の
体
が
動
き
、
心
が
そ

う
さ
せ
る
の
だ
と
思
う
。

　還
暦
を
と
う
に
過
ぎ
、
今
更
な

が
ら
「
小
さ
な
親
切
」
と
い
う
も

の
の
身
近
さ
、
あ
り
が
た
さ
を
し

み
じ
み
と
実
感
し
た
。
と
同
時
に
、

身
近
故
に
、
気
が
つ
く
こ
と
の
少

な
く
な
っ
て
い
る
自
分
に
も
少
し

苦
笑
し
て
し
ま
っ
た
。

　改
め
て
、
こ
の
よ
う
な
振
り
返

り
の
機
会
を
与
え
て
頂
け
た
こ
と

に
感
謝
し
、
締
め
の
言
葉
と
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

■
善 

意 

（
８
月
分
） 

敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
『
桃
陵
苑
』

　
西
堀
　
浩
二
（
北
　
鴨
）

　
竹
内
　
正
治
（
寿
　
町
）

　
村
井
恵
美
子
（
東
白
方
）

　
西
山
　
　
清
（
桜
　
川
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、
　

　
『
小
さ
な
親
切
』
運
動
多
度
津

　
支
部
、
タ
ド
ツ
電
気
工
業
、
多

　
度
津
町
役
場
、
多
度
津
町
社
会

　
福
祉
協
議
会
、
多
度
津
町
民
生
・

　
児
童
委
員
協
議
会
、
少
林
寺
拳

　
法
連
盟
、
ふ
れ
あ
い
の
家
、
多

　
度
津
地
区
婦
人
会
、
四
箇
地
区

　
婦
人
会
、
白
方
地
区
婦
人
会
、

　
内
藤
写
真
店
、
西
港
町
自
治
会
、

　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
り
の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
多

　
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
ー
、
か
つ
み
会
、
山
崎
生
花
店

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
松
本
　
秀
樹
（
堀
　
江
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
白
方
保
育
所
保
護
者
会

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　
後
藤
ケ
イ
子
（
高
松
市
）

　
三
野
　
正
樹
（
西
白
方
）

　
村
井
　
聰
子
（
西
港
町
）

　
田
中
　
茂
美
（
日
の
出
町
）

　
富
井
　
澄
子
（
家
　
中
）

　
百
々
恵
美
子
（
　
庄
　
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
栗
林
　
泰
秀
（
綾
川
町
）

　
平
井
　
義
幸
（
栄
　
町
）

　
増
田
次
郎
・
真
弓
（
琴
平
町
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
た

　
ん
ぽ
ぽ
製
作
所
、
笑
門
家
、
善

　
通
寺
養
護
学
校
、　
㈱
丸
善

■
平
成
24
年
度
『
環
境
標
語
』

　小・中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
四
箇
小
学
校
】

だ
れ
も
い
な
い
へ
や

で
ん
き
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
は

や
め
よ
う
ね

　
　
　
　
　１
年

　金
安

　颯
汰

電
気

　水
道
は

む
だ
づ
か
い
し
な
い

一
人
ひ
と
り
の

　こ
こ
ろ
が
け

　
　
　
　２
年

　佐
々
木
裕
一
郎

３
Ｒ

　み
ん
な
で
や
れ
ば

エ
コ
に
な
る

　
　
　
　
　４
年

　岩
井

　皓
陽

ポ
イ
捨
て
を

　未
来
の
大
人
が

ま
ね
し
て
る

　
　
　
　
　５
年

　亀
井

　将
吾

※
学
校
名
・
学
年
等
は
、

　
　
　
　選
出
時
点
の
も
の
で
す
。

　豊原幼稚園（豊島玲子園長）と白方幼稚園
（合田智子園長）の園児が、白方の島田さん
の営むブドウ園で、ブドウ狩りをしました。
　豊原幼稚園児は、きれいな紫色に熟れた
『デラウエア』をハサミで丁寧に摘み取り、
ブドウ棚の日かげで、友だちと一緒においし
そうに食べていました。
　白方幼稚園児は、島田さんが招待された老
人保健施設の方々と一緒に、ブドウを食べな
がら笑顔で交流をしていました。

　多聞院保育所５歳児と児童館なかよし
クラブの児童が、一緒にバスに乗って、
伯方の塩工場と塩田を見学しました。
　初めて見る光景に「すご～い」と声が
出る子どももいました。
　大量の塩の山は、まるで雪が積もって
いるようでした。お土産でもらった塩の
セットで、家に帰ってからクッキングを
したようです。

　夏休みを利用して行われる恒例行事の『わんぱく寺子屋』が、今
年も８月２４日から２泊３日の日程で、高見島にて開催されました。
　参加された約６０名の児童は、高見島の歴史や風土の話を聞いた
り、漁船での島めぐりクルージング、また海水浴や竹とんぼづくり
など、高見島の美しい自然の中で、多くの学習・体験を行いました。
　児童の皆さんは、この貴重で楽しかった思い出を忘れずに、今後
大きく成長されることと思います。

● 幼稚園児がブドウ狩り体験

　８月２３日、『小さな親切』運動多度津町支部の皆さんが、
特別養護老人ホーム『桃陵苑』を訪れ、舞踊やカラオケ、尺
八演奏やハワイアンダンスなどを披露しました
　施設利用者の方々は、歌を一緒に口ずさんだり、リズムに
あわせて手拍子をうちながら、楽しいひとときを過ごされて
いました。

● 『小さな親切』運動多度津町支部
　　『桃陵苑』で慰問演芸

● 『わんぱく寺子屋』でたくましく！● 多聞院保育所『塩工場見学』
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■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
「
小
さ
な
親
切
」
を

　
　
　
　
　
　
　振
り
返
っ
て
』

　
　保
護
司

　
　出
来
田

　一
盛

　こ
の
度
機
会
を
頂
い
て
、
改
め

て
「
小
さ
な
親
切
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
親
切
、

し
か
も
小
さ
な
と
な
る
と
、
一
体

ど
う
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
。

　私
は
現
在
、
電
車
通
勤
を
し
て

い
る
の
だ
が
、
一
番
身
近
な
例
と

し
て
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
お
年
寄

り
や
小
さ
な
子
ど
も
、
体
の
不
自

由
な
方
、
妊
婦
さ
ん
等
に
席
を
譲

る
い
う
行
為
だ
。

　他
に
も
、
春
先
に
な
る
と
、
最

寄
り
駅
の
入
口
に
毎
年
つ
ば
め
が

巣
を
作
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
見
か

け
る
Ｊ
Ｒ
の
駅
員
の
方
の
手
作
り

の
立
札
「
つ
ば
め
が
巣
を
作
っ
て

い
ま
す
。」「
温
か
く
見
守
っ
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。」「
頭
上
を
ご
注

意
下
さ
い
。」
と
共
に
、
つ
ば
め
の

糞
専
用
の
ケ
ー
ス
を
見
か
け
る
の

も
微
笑
ま
し
い
。

　ま
た
、
毎
朝
改
札
を
通
る
時
に

交
わ
す
、
駅
員
の
方
と
の
挨
拶
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

「
今
日
も
暑
い
で
す
ね
。」

私
の
様
に
、
電
車
通
勤
を
何
十
年

も
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
当

た
り
前
の
や
り
と
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
毎
朝

一
言
あ
る
だ
け
で
や
は
り
嬉
し
い

も
の
で
あ
る
。

　話
が
駅
で
の
こ
と
ば
か
り
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
他
に
も
嬉
し

い
さ
さ
や
か
な
親
切
と
い
う
の
は

た
く
さ
ん
あ
る
。

　私
は
趣
味
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
も
気

が
付
け
ば
い
つ
も
何
ら
か
の
「
親

切
」
に
触
れ
て
い
る
。

　田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を
歩
い
て
い

る
時
の
見
知
ら
ぬ
人
と
の
短
い
挨

拶
の
や
り
と
り
。
仲
間
と
共
に
企

画
を
立
て
、
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
先

な
ど
で
は
、
一
杯
の
お
茶
な
ど
思

わ
ぬ
あ
り
が
た
い
お
接
待
も
多
い
。

　こ
う
し
た
も
の
は
全
国
ど
こ
で

で
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
や
は
り

遍
路
文
化
の
あ
る
四
国
な
ら
で
は

の
懐
の
暖
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
。

　徒
然
と
思
い
浮
か
ん
だ
「
小
さ

な
親
切
」
を
綴
っ
て
み
た
が
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
思
う
の
が
、
親
切

と
は
や
ろ
う
と
し
て
す
る
も
の
で

は
な
い
の
だ
な
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　受
け
る
側
は
、「
親
切
」
と
し
て

あ
り
が
た
く
も
嬉
し
く
暖
か
な
気

持
ち
に
な
る
。
し
か
し
、
や
っ
て

い
る
側
は
恐
ら
く
そ
ん
な
意
識
な

ど
微
塵
も
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　挨
拶
に
し
て
も
、
さ
さ
や
か
な

気
遣
い
に
し
て
も
、
ど
れ
も
自
然

と
そ
の
人
の
体
が
動
き
、
心
が
そ

う
さ
せ
る
の
だ
と
思
う
。

　還
暦
を
と
う
に
過
ぎ
、
今
更
な

が
ら
「
小
さ
な
親
切
」
と
い
う
も

の
の
身
近
さ
、
あ
り
が
た
さ
を
し

み
じ
み
と
実
感
し
た
。
と
同
時
に
、

身
近
故
に
、
気
が
つ
く
こ
と
の
少

な
く
な
っ
て
い
る
自
分
に
も
少
し

苦
笑
し
て
し
ま
っ
た
。

　改
め
て
、
こ
の
よ
う
な
振
り
返

り
の
機
会
を
与
え
て
頂
け
た
こ
と

に
感
謝
し
、
締
め
の
言
葉
と
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

■
善 

意 

（
８
月
分
） 

敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
『
桃
陵
苑
』

　
西
堀
　
浩
二
（
北
　
鴨
）

　
竹
内
　
正
治
（
寿
　
町
）

　
村
井
恵
美
子
（
東
白
方
）

　
西
山
　
　
清
（
桜
　
川
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、
　

　
『
小
さ
な
親
切
』
運
動
多
度
津

　
支
部
、
タ
ド
ツ
電
気
工
業
、
多

　
度
津
町
役
場
、
多
度
津
町
社
会

　
福
祉
協
議
会
、
多
度
津
町
民
生
・

　
児
童
委
員
協
議
会
、
少
林
寺
拳

　
法
連
盟
、
ふ
れ
あ
い
の
家
、
多

　
度
津
地
区
婦
人
会
、
四
箇
地
区

　
婦
人
会
、
白
方
地
区
婦
人
会
、

　
内
藤
写
真
店
、
西
港
町
自
治
会
、

　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
り
の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
多

　
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
ー
、
か
つ
み
会
、
山
崎
生
花
店

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
松
本
　
秀
樹
（
堀
　
江
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
白
方
保
育
所
保
護
者
会

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　
後
藤
ケ
イ
子
（
高
松
市
）

　
三
野
　
正
樹
（
西
白
方
）

　
村
井
　
聰
子
（
西
港
町
）

　
田
中
　
茂
美
（
日
の
出
町
）

　
富
井
　
澄
子
（
家
　
中
）

　
百
々
恵
美
子
（
　
庄
　
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
栗
林
　
泰
秀
（
綾
川
町
）

　
平
井
　
義
幸
（
栄
　
町
）

　
増
田
次
郎
・
真
弓
（
琴
平
町
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
た

　
ん
ぽ
ぽ
製
作
所
、
笑
門
家
、
善

　
通
寺
養
護
学
校
、　
㈱
丸
善

■
平
成
24
年
度
『
環
境
標
語
』

　小・中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
四
箇
小
学
校
】

だ
れ
も
い
な
い
へ
や

で
ん
き
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
は

や
め
よ
う
ね

　
　
　
　
　１
年

　金
安

　颯
汰

電
気

　水
道
は

む
だ
づ
か
い
し
な
い

一
人
ひ
と
り
の

　こ
こ
ろ
が
け

　
　
　
　２
年

　佐
々
木
裕
一
郎

３
Ｒ

　み
ん
な
で
や
れ
ば

エ
コ
に
な
る

　
　
　
　
　４
年

　岩
井

　皓
陽

ポ
イ
捨
て
を

　未
来
の
大
人
が

ま
ね
し
て
る

　
　
　
　
　５
年

　亀
井

　将
吾

※
学
校
名
・
学
年
等
は
、

　
　
　
　選
出
時
点
の
も
の
で
す
。

　豊原幼稚園（豊島玲子園長）と白方幼稚園
（合田智子園長）の園児が、白方の島田さん
の営むブドウ園で、ブドウ狩りをしました。
　豊原幼稚園児は、きれいな紫色に熟れた
『デラウエア』をハサミで丁寧に摘み取り、
ブドウ棚の日かげで、友だちと一緒においし
そうに食べていました。
　白方幼稚園児は、島田さんが招待された老
人保健施設の方々と一緒に、ブドウを食べな
がら笑顔で交流をしていました。

　多聞院保育所５歳児と児童館なかよし
クラブの児童が、一緒にバスに乗って、
伯方の塩工場と塩田を見学しました。
　初めて見る光景に「すご～い」と声が
出る子どももいました。
　大量の塩の山は、まるで雪が積もって
いるようでした。お土産でもらった塩の
セットで、家に帰ってからクッキングを
したようです。

　夏休みを利用して行われる恒例行事の『わんぱく寺子屋』が、今
年も８月２４日から２泊３日の日程で、高見島にて開催されました。
　参加された約６０名の児童は、高見島の歴史や風土の話を聞いた
り、漁船での島めぐりクルージング、また海水浴や竹とんぼづくり
など、高見島の美しい自然の中で、多くの学習・体験を行いました。
　児童の皆さんは、この貴重で楽しかった思い出を忘れずに、今後
大きく成長されることと思います。

● 幼稚園児がブドウ狩り体験

　８月２３日、『小さな親切』運動多度津町支部の皆さんが、
特別養護老人ホーム『桃陵苑』を訪れ、舞踊やカラオケ、尺
八演奏やハワイアンダンスなどを披露しました
　施設利用者の方々は、歌を一緒に口ずさんだり、リズムに
あわせて手拍子をうちながら、楽しいひとときを過ごされて
いました。

● 『小さな親切』運動多度津町支部
　　『桃陵苑』で慰問演芸

● 『わんぱく寺子屋』でたくましく！● 多聞院保育所『塩工場見学』
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《
お
知
ら
せ
》

■
町
長
と
の
対
話
集
会
に
つ
い
て

　多
度
津
町
で
は
昨
年
に
引
き
続

き
、
町
民
と
の
対
話
を
進
め
る
た

め
、
次
の
と
お
り
各
地
区
ご
と
に
、

公
民
館
等
で
対
話
集
会
を
開
催
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
町
長
公
室

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
５

■
説
明
会
・
公
聴
会
の
開
催

　次
の
内
容
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
様
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
そ
の
後
に
、
住
民
の

皆
様
の
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

①
中
讃
流
域
下
水
道

　（
金
倉
川
処
理
区
）
の
変
更
案

②
中
讃
広
域
都
市
計
画
汚
物

　
　
　
　
　
　処
理
場
の
変
更
案

●
説
明
会

　
　参
加
希
望
の
方
は
当
日
、
直

　接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　▽
日
時
＝
10
月
10
日
（水）
／
10
時

　▽
場
所
＝
町
役
場
第
１
会
議
室

●
素
案
の
閲
覧
と
公
述
の
申
出

　
　変
更
の
素
案
を
閲
覧
で
き
ま

　す
。
ま
た
、
公
聴
会
に
て
公
述

　を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公
述
申

　請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　▽
日
時
＝
10
月
16
日
（火）
〜

　
　
　
　
　10
月
30
日
（火）

　▽
場
所
＝
多
度
津
町
建
設
課
、

　
　
　
　県
土
木
部
都
市
計
画
課

●
公
聴
会

　
　傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
公
述
の
申
出
が
無
い

　時
は
公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。

　▽
日
時
＝
11
月
14
日
（水）
／
10
時

　▽
場
所
＝
町
役
場
第
２
会
議
室

【
問
合
せ
】

　香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
５
５
７

　多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
２

　

■
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　（素
案
）の
意
見
募
集

　多
度
津
町
と
丸
亀
市
は
、
互
い

に
連
携
・
役
割
分
担
す
る
こ
と
で
、

生
活
に
必
要
な
都
市
機
能
を
確
保

し
、
定
住
（
て
い
じ
ゅ
う
）
を
促

進
す
る
た
め
に
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
を
締
結
し
、
こ
の
取
組
に
賛

同
す
る
他
の
市
町
と
と
も
に
、
丸

亀
市
・
善
通
寺
市
・
琴
平
町
・
多

度
津
町
・
ま
ん
の
う
町
の
２
市
３

町
で
圏
域
を
形
成
し
ま
し
た
。

　こ
の
協
定
に
も
と
づ
い
て
推
進

す
る
具
体
的
取
組
を
記
載
す
る

「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

（
素
案
）
」
に
つ
い
て
、
丸
亀
市

が
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
意
見
の
提
出
期
間
＝

　
　10
月
10
日
（水）
〜
11
月
９
日
（金）

▽
資
料
の
閲
覧
場
所
＝

　
　町
役
場
総
務
課
（
町
ホ
ー
ム

　
　ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
可
能
）

▽
提
出
先
・
提
出
方
法
等
＝

　
　必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の

　
　方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　◎
郵
送
の
場
合

　
　
　〒
７
６
３
‐
８
５
０
１

　
　
　丸
亀
市
大
手
町
２
‐
３
‐
１

　
　
　
　
　
　
　丸
亀
市
政
策
課

　◎
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

　
　
　０
８
７
７
‐
２
４
‐
８
８
７
４

　◎
メ
ー
ル
の
場
合

　

　◎
持
参
の
場
合

　
　
　丸
亀
市
政
策
課
ま
た
は

　
　
　多
度
津
町
総
務
課

※
詳
し
く
は
丸
亀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　ジ
を
閲
覧
、
ま
た
は
丸
亀
市
政

　策
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　丸
亀
市
政
策
課

　
　
　
　
　
　☎
24
‐
８
８
３
９

　多
度
津
町
総
務
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
０

■
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

　技
術
者
更
新
講
習
の
ご
案
内

　現
在
、
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
の
登
録
を
し
て
い
る

方
は
、
平
成
25
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
登
録
の
有
効
期
限
が
満
了
と

な
り
ま
す
。

　引
き
続
き
登
録
を
受
け
る
場
合

は
、
12
月
に
実
施
さ
れ
る
更
新
講

習
を
指
定
さ
れ
た
会
場
で
受
講
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
申
込
期
間
＝
10
月
１
日
（月）
〜

　
　
　
　
　
　10
月
26
日
（金）

▽
申
込
先
＝
現
在
登
録
し
て
い
る

　
　
　
　市
町
の
下
水
道
担
当
課

※

更
新
講
習
に
関
す
る
申
込
書
や

　説
明
書
な
ど
は
、
上
下
水
道
課

　に
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
上
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
３
０
０

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

●
第
30
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　リ
サ
イ
ク
ル
品
（
自
転
車
等
）

の
有
料
提
供
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
ガ
ラ
ス
製
品
販
売
な
ど
、
多

彩
な
催
し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
11
日
（日）

　
　
　
　９
時
30
分
〜
13
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

※
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
準
備
の
た

　め
、
11
月
９
日
（金）
、
10
日
（土）
は
、

　エ
コ
丸
工
房
休
館

●
吹
き
ガ
ラ
ス
専
門
講
座

　平
成
24
年
度
後
期
受
講
生
（
初

級
、
中
級
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
18
歳
以
上
の
方

▽
期
間
（
予
定
）

　①
水
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

　
　
　11
月
21
日
〜
３
月
27
日

　②
土
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

　
　
　11
月
24
日
〜
３
月
30
日

▽
時
間

　①
午
前
＝
10
時
〜
12
時

　②
午
後
＝
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
工
房

▽
定
員
＝
両
コ
ー
ス
と
も
各
部
６
人

　※
重
複
受
講
不
可

　※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
材
料
費
＝
３
５
，
０
０
０
円

▽
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住

　
　所
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
④

　
　電
話
番
号
、
⑤
コ
ー
ス
（
水

　
　曜
ま
た
は
土
曜
）、時
間
（
午

　
　前
ま
た
は
午
後
）、初
級
ま
た

　
　は
中
級
を
記
入
の
う
え
、
お

　
　申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
10
月
24
日
（水）
必
着

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
に
ガ
ラ
ス

の
足
型
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ
ん

が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

　桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
10
月
は
21
日
（日）
・
28
日
（日）
実
施

※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　〒
７
６
３
‐
０
０
８
３

　丸
亀
市
土
器
町
北
１
‐
72
‐
２

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

　「
年
金
確
保
支
援
法
」
に
よ
っ

て
、
２
年
を
経
過
し
て
納
付
で
き

な
く
な
っ
た
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
保
険
料
の
後
納
制
度
と
い

い
ま
す
。

　国
民
年
金
保
険
料
は
、
２
年
前

ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
後
納
制
度
に
よ
っ
て
、
過
去

10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
が
あ
る
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
で
き
ま

す
。
保
険
料
の
後
納
は
、
平
成
24

年
10
月
か
ら
平
成
27
年
９
月
ま
で

の
３
年
間
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

●
利
用
で
き
る
人

▽
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
で
、

　過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の

　期
間
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
人
。

▽
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

　過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の

　期
間
や
未
加
入
期
間
、
さ
ら
に

　は
任
意
加
入
期
間
中
に
納
め
忘

　れ
の
期
間
が
あ
る
人
。

▽
65
歳
以
上
の
人
で
、
年
金
の
受

　給
資
格
が
な
く
、
任
意
加
入
を

　し
て
い
る
人
な
ど
。

※
な
お
、
こ
の
後
納
制
度
は
、
現

　在
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る

　人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
保
険
料
の
額

　後
納
保
険
料
の
額
は
、
当
時
の

保
険
料
額
に
一
定
額
が
加
算
さ
れ

た
額
と
な
り
ま
す
。
平
成
24
年
度

中
（
平
成
24
年
10
月
〜
平
成
25
年

３
月
31
日
）
に
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
後
納
保
険
料
の
額
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
月
額
）

　14
年
度
分
／
１
４
，
９
４
０
円

　15
年
度
分
／
１
４
，
７
２
０
円

　16
年
度
分
／
１
４
，
５
１
０
円

　17
年
度
分
／
１
４
，
５
６
０
円

　18
年
度
分
／
１
４
，
６
１
０
円

　19
年
度
分
／
１
４
，
６
４
０
円

　20
年
度
分
／
１
４
，
７
６
０
円

　21
年
度
分
／
１
４
，
８
４
０
円

　な
お
、
保
険
料
の
後
納
制
度
は
、

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
平
成
14
年
度
分
の

保
険
料
と
い
う
の
は
、
平
成
14
年

10
月
分
ま
で
で
す
。
平
成
24
年
11

月
に
な
る
と
平
成
14
年
11
月
分
ま

で
し
か
後
納
で
き
ま
せ
ん
。

　後
納
制
度
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ

る
保
険
料
は
10
年
前
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
後
納
が
実
施
さ

れ
る
平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
27

年
９
月
ま
で
の
３
年
間
の
期
間
中

で
も
、
納
め
ら
れ
る
保
険
料
は
毎

月
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
後
納
で
き
る
保
険
料
の
順
序

　後
納
で
き
る
保
険
料
に
は
順
序

が
あ
り
、
過
去
10
年
前
ま
で
の
保

険
料
の
う
ち
最
も
古
い
分
か
ら
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
一
部
免
除
期
間
の
う
ち

免
除
さ
れ
て
な
い
部
分
が
未
納
に

な
っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
も
、

こ
の
保
険
料
の
後
納
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　日
本
年
金
機
構
善
通
寺
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■『
国
民
年
金
基
金
』に
つ
い
て

　『
国
民
年
金
基
金
』
は
自
営
業

者
な
ど
を
対
象
に
、
国
民
年
金
の

「
上
乗
せ
」
年
金
と
し
て
加
入
で

き
る
年
金
制
度
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人

　20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
国
民
年

　金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年

　金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る

　方
や
農
業
者
年
金
加
入
者
は
加

　入
で
き
ま
せ
ん
。
）

※
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
に
な

　っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
年

　金
・
遺
族
一
時
金
は
支
給
さ
れ

　ま
せ
ん
。

●
『
国
民
年
金
基
金
』
相
談
会
開
催

▽
日
時
＝
10
月
22
日
（月）

　
　
　
　10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
合
せ
】

　香
川
県
国
民
年
金
基
金

　☎
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

《町長との対話集会　開催予定表》

日　　時

１０月１５日（月）／１０時１０分～

１０月１５日（月）／１３時００分～

１０月１７日（水）／１０時００分～

１０月２３日（火）／１９時００分～

１０月２５日（木）／１９時００分～

１０月２９日（月）／１９時００分～

１０月３１日（水）／１９時００分～

　　　場　所 　 　対象・予定人員

佐柳地区に居住の方・４０名

佐柳地区に居住の方・４０名

高見地区に居住の方・３０名

白方地区に居住の方・８０名

四箇地区に居住の方・５０名

旧町内に居住の方・１００名

豊原地区に居住の方・８０名

※対話集会は、約１時間３０分ほどの予定です。

佐柳本浦住民会館

佐 柳 い こ い の 家

高 見 い こ い の 家

白 方 地 区 公 民 館

四 箇 地 区 公 民 館

福祉センター４階ホール

豊原農村婦人の家�

se
isa
k
u
-k
@
c
ity
.

　
m
a
ru
g
a
m
e
.lg
.jp
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Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

《
お
知
ら
せ
》

■
町
長
と
の
対
話
集
会
に
つ
い
て

　多
度
津
町
で
は
昨
年
に
引
き
続

き
、
町
民
と
の
対
話
を
進
め
る
た

め
、
次
の
と
お
り
各
地
区
ご
と
に
、

公
民
館
等
で
対
話
集
会
を
開
催
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
町
長
公
室

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
５

■
説
明
会
・
公
聴
会
の
開
催

　次
の
内
容
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
様
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
そ
の
後
に
、
住
民
の

皆
様
の
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

①
中
讃
流
域
下
水
道

　（
金
倉
川
処
理
区
）
の
変
更
案

②
中
讃
広
域
都
市
計
画
汚
物

　
　
　
　
　
　処
理
場
の
変
更
案

●
説
明
会

　
　参
加
希
望
の
方
は
当
日
、
直

　接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　▽
日
時
＝
10
月
10
日
（水）
／
10
時

　▽
場
所
＝
町
役
場
第
１
会
議
室

●
素
案
の
閲
覧
と
公
述
の
申
出

　
　変
更
の
素
案
を
閲
覧
で
き
ま

　す
。
ま
た
、
公
聴
会
に
て
公
述

　を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公
述
申

　請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　▽
日
時
＝
10
月
16
日
（火）
〜

　
　
　
　
　10
月
30
日
（火）

　▽
場
所
＝
多
度
津
町
建
設
課
、

　
　
　
　県
土
木
部
都
市
計
画
課

●
公
聴
会

　
　傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
公
述
の
申
出
が
無
い

　時
は
公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。

　▽
日
時
＝
11
月
14
日
（水）
／
10
時

　▽
場
所
＝
町
役
場
第
２
会
議
室

【
問
合
せ
】

　香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
５
５
７

　多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
２

　

■
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　（素
案
）の
意
見
募
集

　多
度
津
町
と
丸
亀
市
は
、
互
い

に
連
携
・
役
割
分
担
す
る
こ
と
で
、

生
活
に
必
要
な
都
市
機
能
を
確
保

し
、
定
住
（
て
い
じ
ゅ
う
）
を
促

進
す
る
た
め
に
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
を
締
結
し
、
こ
の
取
組
に
賛

同
す
る
他
の
市
町
と
と
も
に
、
丸

亀
市
・
善
通
寺
市
・
琴
平
町
・
多

度
津
町
・
ま
ん
の
う
町
の
２
市
３

町
で
圏
域
を
形
成
し
ま
し
た
。

　こ
の
協
定
に
も
と
づ
い
て
推
進

す
る
具
体
的
取
組
を
記
載
す
る

「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

（
素
案
）
」
に
つ
い
て
、
丸
亀
市

が
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
意
見
の
提
出
期
間
＝

　
　10
月
10
日
（水）
〜
11
月
９
日
（金）

▽
資
料
の
閲
覧
場
所
＝

　
　町
役
場
総
務
課
（
町
ホ
ー
ム

　
　ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
可
能
）

▽
提
出
先
・
提
出
方
法
等
＝

　
　必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の

　
　方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　◎
郵
送
の
場
合

　
　
　〒
７
６
３
‐
８
５
０
１

　
　
　丸
亀
市
大
手
町
２
‐
３
‐
１

　
　
　
　
　
　
　丸
亀
市
政
策
課

　◎
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

　
　
　０
８
７
７
‐
２
４
‐
８
８
７
４

　◎
メ
ー
ル
の
場
合

　

　◎
持
参
の
場
合

　
　
　丸
亀
市
政
策
課
ま
た
は

　
　
　多
度
津
町
総
務
課

※
詳
し
く
は
丸
亀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　ジ
を
閲
覧
、
ま
た
は
丸
亀
市
政

　策
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　丸
亀
市
政
策
課

　
　
　
　
　
　☎
24
‐
８
８
３
９

　多
度
津
町
総
務
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
０

■
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

　技
術
者
更
新
講
習
の
ご
案
内

　現
在
、
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
の
登
録
を
し
て
い
る

方
は
、
平
成
25
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
登
録
の
有
効
期
限
が
満
了
と

な
り
ま
す
。

　引
き
続
き
登
録
を
受
け
る
場
合

は
、
12
月
に
実
施
さ
れ
る
更
新
講

習
を
指
定
さ
れ
た
会
場
で
受
講
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
申
込
期
間
＝
10
月
１
日
（月）
〜

　
　
　
　
　
　10
月
26
日
（金）

▽
申
込
先
＝
現
在
登
録
し
て
い
る

　
　
　
　市
町
の
下
水
道
担
当
課

※

更
新
講
習
に
関
す
る
申
込
書
や

　説
明
書
な
ど
は
、
上
下
水
道
課

　に
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
上
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
３
０
０

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

●
第
30
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　リ
サ
イ
ク
ル
品
（
自
転
車
等
）

の
有
料
提
供
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
ガ
ラ
ス
製
品
販
売
な
ど
、
多

彩
な
催
し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
11
日
（日）

　
　
　
　９
時
30
分
〜
13
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

※
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
準
備
の
た

　め
、
11
月
９
日
（金）
、
10
日
（土）
は
、

　エ
コ
丸
工
房
休
館

●
吹
き
ガ
ラ
ス
専
門
講
座

　平
成
24
年
度
後
期
受
講
生
（
初

級
、
中
級
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
18
歳
以
上
の
方

▽
期
間
（
予
定
）

　①
水
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

　
　
　11
月
21
日
〜
３
月
27
日

　②
土
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

　
　
　11
月
24
日
〜
３
月
30
日

▽
時
間

　①
午
前
＝
10
時
〜
12
時

　②
午
後
＝
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
工
房

▽
定
員
＝
両
コ
ー
ス
と
も
各
部
６
人

　※
重
複
受
講
不
可

　※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
材
料
費
＝
３
５
，
０
０
０
円

▽
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住

　
　所
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
④

　
　電
話
番
号
、
⑤
コ
ー
ス
（
水

　
　曜
ま
た
は
土
曜
）、時
間
（
午

　
　前
ま
た
は
午
後
）、初
級
ま
た

　
　は
中
級
を
記
入
の
う
え
、
お

　
　申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
10
月
24
日
（水）
必
着

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
に
ガ
ラ
ス

の
足
型
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ
ん

が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

　桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
10
月
は
21
日
（日）
・
28
日
（日）
実
施

※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　〒
７
６
３
‐
０
０
８
３

　丸
亀
市
土
器
町
北
１
‐
72
‐
２

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

　「
年
金
確
保
支
援
法
」
に
よ
っ

て
、
２
年
を
経
過
し
て
納
付
で
き

な
く
な
っ
た
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
保
険
料
の
後
納
制
度
と
い

い
ま
す
。

　国
民
年
金
保
険
料
は
、
２
年
前

ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
後
納
制
度
に
よ
っ
て
、
過
去

10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
が
あ
る
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
で
き
ま

す
。
保
険
料
の
後
納
は
、
平
成
24

年
10
月
か
ら
平
成
27
年
９
月
ま
で

の
３
年
間
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

●
利
用
で
き
る
人

▽
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
で
、

　過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の

　期
間
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
人
。

▽
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

　過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の

　期
間
や
未
加
入
期
間
、
さ
ら
に

　は
任
意
加
入
期
間
中
に
納
め
忘

　れ
の
期
間
が
あ
る
人
。

▽
65
歳
以
上
の
人
で
、
年
金
の
受

　給
資
格
が
な
く
、
任
意
加
入
を

　し
て
い
る
人
な
ど
。

※
な
お
、
こ
の
後
納
制
度
は
、
現

　在
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る

　人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
保
険
料
の
額

　後
納
保
険
料
の
額
は
、
当
時
の

保
険
料
額
に
一
定
額
が
加
算
さ
れ

た
額
と
な
り
ま
す
。
平
成
24
年
度

中
（
平
成
24
年
10
月
〜
平
成
25
年

３
月
31
日
）
に
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
後
納
保
険
料
の
額
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
月
額
）

　14
年
度
分
／
１
４
，
９
４
０
円

　15
年
度
分
／
１
４
，
７
２
０
円

　16
年
度
分
／
１
４
，
５
１
０
円

　17
年
度
分
／
１
４
，
５
６
０
円

　18
年
度
分
／
１
４
，
６
１
０
円

　19
年
度
分
／
１
４
，
６
４
０
円

　20
年
度
分
／
１
４
，
７
６
０
円

　21
年
度
分
／
１
４
，
８
４
０
円

　な
お
、
保
険
料
の
後
納
制
度
は
、

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
平
成
14
年
度
分
の

保
険
料
と
い
う
の
は
、
平
成
14
年

10
月
分
ま
で
で
す
。
平
成
24
年
11

月
に
な
る
と
平
成
14
年
11
月
分
ま

で
し
か
後
納
で
き
ま
せ
ん
。

　後
納
制
度
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ

る
保
険
料
は
10
年
前
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
後
納
が
実
施
さ

れ
る
平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
27

年
９
月
ま
で
の
３
年
間
の
期
間
中

で
も
、
納
め
ら
れ
る
保
険
料
は
毎

月
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
後
納
で
き
る
保
険
料
の
順
序

　後
納
で
き
る
保
険
料
に
は
順
序

が
あ
り
、
過
去
10
年
前
ま
で
の
保

険
料
の
う
ち
最
も
古
い
分
か
ら
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
一
部
免
除
期
間
の
う
ち

免
除
さ
れ
て
な
い
部
分
が
未
納
に

な
っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
も
、

こ
の
保
険
料
の
後
納
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　日
本
年
金
機
構
善
通
寺
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■『
国
民
年
金
基
金
』に
つ
い
て

　『
国
民
年
金
基
金
』
は
自
営
業

者
な
ど
を
対
象
に
、
国
民
年
金
の

「
上
乗
せ
」
年
金
と
し
て
加
入
で

き
る
年
金
制
度
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人

　20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
国
民
年

　金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年

　金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る

　方
や
農
業
者
年
金
加
入
者
は
加

　入
で
き
ま
せ
ん
。
）

※
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
に
な

　っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
年

　金
・
遺
族
一
時
金
は
支
給
さ
れ

　ま
せ
ん
。

●
『
国
民
年
金
基
金
』
相
談
会
開
催

▽
日
時
＝
10
月
22
日
（月）

　
　
　
　10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
合
せ
】

　香
川
県
国
民
年
金
基
金

　☎
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

《町長との対話集会　開催予定表》

日　　時

１０月１５日（月）／１０時１０分～

１０月１５日（月）／１３時００分～

１０月１７日（水）／１０時００分～

１０月２３日（火）／１９時００分～

１０月２５日（木）／１９時００分～

１０月２９日（月）／１９時００分～

１０月３１日（水）／１９時００分～

　　　場　所 　 　対象・予定人員

佐柳地区に居住の方・４０名

佐柳地区に居住の方・４０名

高見地区に居住の方・３０名

白方地区に居住の方・８０名

四箇地区に居住の方・５０名

旧町内に居住の方・１００名

豊原地区に居住の方・８０名

※対話集会は、約１時間３０分ほどの予定です。

佐柳本浦住民会館

佐 柳 い こ い の 家

高 見 い こ い の 家

白 方 地 区 公 民 館

四 箇 地 区 公 民 館

福祉センター４階ホール

豊原農村婦人の家�

se
isa
k
u
-k
@
c
ity
.

　
m
a
ru
g
a
m
e
.lg
.jp
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Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

■
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　新
規
事
業
の
お
知
ら
せ

●
お
も
い
や
り
声
か
け
・

　
　
　
　
　
　
　見
守
り
事
業

　白
方
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
「
一
人
暮
ら
し
で
、
病
気
を

し
て
も
気
づ
い
て
く
れ
る
人
が
い

な
く
て
不
安
だ
」
「
昼
間
は
高
齢

の
父
（
母
）
が
一
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
不
安
だ
」
な
ど
、
日
常
の

生
活
に
不
安
が
あ
る
高
齢
者
を
対

象
に
、
安
否
確
認
の
電
話
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
で
見
守
る

事
業
を
行
い
ま
す
。

●
お
も
い
や
り
買
物
ツ
ア
ー
事
業

　町
内
全
域
で
、
買
物
に
行
く
こ

と
が
不
便
な
高
齢
者
の
方
々
の
た

め
に
『
買
物
ツ
ア
ー
』
を
行
い
ま

す
。
行
事
予
定
に
日
程
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、

　社
協
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■
難
聴
者
や
中
途
失
聴
者
・

　
　
　ま
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ

　『
東
北
大
震
災
―
聴
覚
障
害
者

が
得
た
教
訓
と
は
、
再
び
被
害
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
』
・
『
私
の

歩
ん
で
き
た
道
…
「
聞
こ
え
」
の

バ
リ
ア
解
消
へ
の
提
言
』
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
４
日
（日）

　
　
　
　13
時
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
香
川
県
社
会
福
祉
総
合

　
　
　
　セ
ン
タ
ー

　７
階

▽
講
師
＝
中
園
秀
喜

　氏

　
　（
㈱
ワ
ー
ル
ド
パ
イ
オ
ニ
ア

　
　
　代
表
、
中
途
失
聴
者
）

※
要
約
筆
記
者
が
、
会
場
の
ス
ク

　リ
ー
ン
に
話
の
内
容
を
文
字
通

　訳
す
る
の
で
、
講
演
の
内
容
が

　ど
な
た
で
も
わ
か
る
よ
う
に
な

　っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　〒
７
６
１
‐
０
３
０
２

　高
松
市
上
林
町
１
０
４
‐
２

香
川
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会

　
　
　
　
　会
長

　湯
浅
は
る
み

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
８
７
‐
８
８
９
‐
０
５
６
２

E
‐
m
a
i
l

■『
行
政
相
談
週
間
』

　総
務
省
で
は
、
10
月
15
日
（月）
〜

21
日
（日）
を
『
行
政
相
談
週
間
』
と

定
め
、
行
政
相
談
所
の
開
設
な
ど

の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
の

仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、

苦
情
や
ご
意
見
・
ご
要
望
の
あ
る

方
は
、
行
政
相
談
員
が
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
16
日
（火）

　
　
　
　10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
行
政
相
談
委
員
＝

　
　田
中

　和
男
（
奥
白
方
）

　
　森

　
　正
憲
（
山

　階
）

【
問
合
せ
】

　四
国
行
政
評
価
支
局
行
政
相
談
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
１
‐
３
１
０
３

■
第
41
回
香
川
県
精
神
保
健

　
　
　
　
　福
祉
大
会
の
ご
案
内

　急
激
な
社
会
環
境
の
変
化
の
中
、

心
の
健
康
問
題
は
性
別
や
年
齢
を

問
わ
ず
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

身
近
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　本
大
会
で
は
、
私
た
ち
が
家
庭

や
職
場
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
か
一
緒
に
考
え
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
30
日
（火）

　
　
　
　13
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
綾
歌
総
合
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　ア
イ
レ
ッ
ク
ス

▽
内
容
＝
式
典
・
基
調
講
演
等

※
講
師
は
野
村
総
一
郎
氏
（
防
衛

　医
科
大
学
校
病
院
長
）
を
予
定
。

　参
加
費
無
料
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　香
川
県
障
害
福
祉
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
２
９
４

■『
職
業
相
談
会
』開
催

　多
度
津
町
で
『
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

丸
亀
出
張
職
業
相
談
会
』
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
＝
平
成
24
年
10
月
15
日
（月）

　
　
　
　平
成
24
年
12
月
17
日
（月）

　
　
　
　平
成
25
年
２
月
18
日
（月）

　
　
　／
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
産
業
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
21
‐
８
６
０
９

　
　

■
調
停
制
度
発
足
90
周
年
行
事

　
　『調
停
で
つ
か
も
う
、

　
　
　
　
　解
決
の
糸
口
を
』

　裁
判
所
の
調
停
制
度
は
施
行
後
、

今
年
で
90
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　そ
こ
で
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ま

に
調
停
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
裁
判
官
に
よ
る
調
停
制

度
の
説
明
や
身
近
な
問
題
を
題
材

と
し
た
模
擬
調
停
お
よ
び
庁
舎
見

学
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
25
日
（木）

　
　
　
　14
時
〜
16
時
45
分

▽
場
所
＝
高
松
家
庭
裁
判
所
４
階

▽
申
込
期
間
＝
10
月
１
日
（月）
〜

　
　
　
　
　
　10
月
12
日
（金）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　定
員
（
40
名
程
度
）
に
達
し
た

　時
点
で
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　高
松
地
方
裁
判
所
総
務
課

　☎
０
８
７
‐
８
５
１
‐
１
５
３
７

■
備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　一般
公
開
の
ご
案
内

　11
月
１
日
の
『
灯
台
記
念
日
』

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
当
セ
ン

タ
ー
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

　ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
展
示
・
販

売
や
、
備
讃
瀬
戸
海
域
お
よ
び
宇

多
津
町
が
一
望
で
き
る
屋
上
の
開

放
の
ほ
か
、
多
数
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
11
月
４
日
（日）

　
　
　
　10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
備
讃
瀬
戸
海
上
交
通

　
　
　
　セ
ン
タ
ー
（
宇
多
津
町

　
　
　
　青
の
山
３
８
１
０
‐
２
）

【
問
合
せ
】

　備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
49
‐
３
３
６
６

■『
平
成
24
年
度
高
松
矯
正
展
』

　法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

刑
事
施
設
に
お
け
る
受
刑
者
等
の

処
遇
状
況
を
紹
介
し
、
受
刑
者
の

社
会
復
帰
に
対
す
る
温
か
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
く
た
め
、

高
松
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

　高
松
刑
務
所
の
施
設
見
学
や
刑

務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
、
特
別

講
演
会
（
沖
中
祐
三

　高
松
少
年

鑑
別
所
長
）
の
ほ
か
、
よ
さ
こ
い

踊
り
や
和
太
鼓
演
奏
な
ど
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝

　10
月
13
日
（土）
／
10
時
〜
16
時

　10
月
14
日
（日）
／
９
時
30
分
〜
15
時

▽
場
所
＝
高
松
刑
務
所

【
問
合
せ
】

　高
松
刑
務
所
（
作
業
部
門
直
通
）

　☎
０
８
７
‐
８
２
１
‐
６
１
１
９

■『
無
料
調
停
相
談
会
』

　交
通
事
故
、
多
重
債
務
、
土
地

建
物
、
近
隣
関
係
、
家
庭
問
題
、

遺
産
相
続
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。
（
受
付
は
先
着
順
）

▽
日
時
＝
10
月
25
日
（木）

　
　
　
　10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
丸
亀
市
民
会
館

　１
階

【
問
合
せ
】

　丸
亀
調
停
協
会

　
　
　
　
　
　☎
23
‐
５
２
７
０

■『
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
』

　自
動
車
は
、
国
民
の
生
活
や
経

済
の
発
展
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
我
が

国
の
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
や
車
両

火
災
事
故
の
防
止
を
含
む
自
動
車

hzc
0
1
7
7
0
@
nifty

.ne
.jp

の
不
具
合
に
よ
る
事
故
を
減
ら
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も

に
、
環
境
面
に
お
い
て
も
、
排
出

ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
や
地
球
温

暖
化
問
題
へ
の
対
応
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　本
来
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
は
、

事
故
の
防
止
や
環
境
保
全
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
動
車
の

点
検
・
整
備
の
実
施
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
車
輪
脱
落
事

故
や
車
両
火
災
事
故
を
防
止
す
る

た
め
の
重
点
的
な
点
検
の
実
施
等

の
取
り
組
み
も
必
要
で
す
。

　こ
の
た
め
、
国
土
交
通
省
で
は
、

自
動
車
運
送
事
業
者
等
で
大
型
自

動
車
の
保
有
者
に
対
し
て
、
よ
り

確
実
に
点
検
整
備
を
実
施
し
て
頂

く
た
め
、
９
月
、
10
月
を
「
自
動

車
点
検
整
備
推
進
運
動
強
化
月
間
」

と
し
て
全
国
的
に
展
開
し
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局

　☎
０
８
７
‐
８
８
２
‐
１
３
５
５

モニターツアー参加者大募集　　　　　　　　　　　　【問合せ・申込み】多度津商工会議所　☎３３－４０００

　多度津商工会議所では、多度津旧町内の町中にある歴史的な町並みや建物等、景観を賑わいの素材として、まちあるき
観光のコースやガイド内容の整備を進めています。これまで調査研究としてまとめたものを、皆さまに体験していただく
ためのモニターツアーを次の内容で実施します。皆さまのご参加によるご協力をお願いいたします。
　こんぴら街道　海の玄関　たどつ 　－なつかし多度津のまち歩き－
　【日　　時】１０月２１日（日）／集合時間９時
　【集合場所】多度津町立資料館
　【所要時間】約２時間３０分
　【定　　員】３０名（１組１０名の３組）
　【参 加 料】無料（アンケート等にお答え願います。）

スイーツ（なつかしの味）を食べながら、あなたの町を歩きませんか！！　

主な立ち寄り先（コース距離約３ｋｍ）
多度津町立資料館→大正堂→須賀金刀比羅宮
→合田酒店→雁木→柳原菓子店→よっていっ
てやー(まちの展示館)→神原薬局→こんぴら
街道起点の鶴橋→三宅菓子店→金毘羅燈籠→
船だまり→桃陵彫工房
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Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

■
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　新
規
事
業
の
お
知
ら
せ

●
お
も
い
や
り
声
か
け
・

　
　
　
　
　
　
　見
守
り
事
業

　白
方
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
「
一
人
暮
ら
し
で
、
病
気
を

し
て
も
気
づ
い
て
く
れ
る
人
が
い

な
く
て
不
安
だ
」
「
昼
間
は
高
齢

の
父
（
母
）
が
一
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
不
安
だ
」
な
ど
、
日
常
の

生
活
に
不
安
が
あ
る
高
齢
者
を
対

象
に
、
安
否
確
認
の
電
話
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
で
見
守
る

事
業
を
行
い
ま
す
。

●
お
も
い
や
り
買
物
ツ
ア
ー
事
業

　町
内
全
域
で
、
買
物
に
行
く
こ

と
が
不
便
な
高
齢
者
の
方
々
の
た

め
に
『
買
物
ツ
ア
ー
』
を
行
い
ま

す
。
行
事
予
定
に
日
程
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、

　社
協
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■
難
聴
者
や
中
途
失
聴
者
・

　
　
　ま
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ

　『
東
北
大
震
災
―
聴
覚
障
害
者

が
得
た
教
訓
と
は
、
再
び
被
害
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
』
・
『
私
の

歩
ん
で
き
た
道
…
「
聞
こ
え
」
の

バ
リ
ア
解
消
へ
の
提
言
』
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
４
日
（日）

　
　
　
　13
時
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
香
川
県
社
会
福
祉
総
合

　
　
　
　セ
ン
タ
ー

　７
階

▽
講
師
＝
中
園
秀
喜

　氏

　
　（
㈱
ワ
ー
ル
ド
パ
イ
オ
ニ
ア

　
　
　代
表
、
中
途
失
聴
者
）

※
要
約
筆
記
者
が
、
会
場
の
ス
ク

　リ
ー
ン
に
話
の
内
容
を
文
字
通

　訳
す
る
の
で
、
講
演
の
内
容
が

　ど
な
た
で
も
わ
か
る
よ
う
に
な

　っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　〒
７
６
１
‐
０
３
０
２

　高
松
市
上
林
町
１
０
４
‐
２

香
川
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会

　
　
　
　
　会
長

　湯
浅
は
る
み

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
８
７
‐
８
８
９
‐
０
５
６
２

E
‐
m
a
i
l

■『
行
政
相
談
週
間
』

　総
務
省
で
は
、
10
月
15
日
（月）
〜

21
日
（日）
を
『
行
政
相
談
週
間
』
と

定
め
、
行
政
相
談
所
の
開
設
な
ど

の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
の

仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、

苦
情
や
ご
意
見
・
ご
要
望
の
あ
る

方
は
、
行
政
相
談
員
が
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
16
日
（火）

　
　
　
　10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
行
政
相
談
委
員
＝

　
　田
中

　和
男
（
奥
白
方
）

　
　森

　
　正
憲
（
山

　階
）

【
問
合
せ
】

　四
国
行
政
評
価
支
局
行
政
相
談
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
１
‐
３
１
０
３

■
第
41
回
香
川
県
精
神
保
健

　
　
　
　
　福
祉
大
会
の
ご
案
内

　急
激
な
社
会
環
境
の
変
化
の
中
、

心
の
健
康
問
題
は
性
別
や
年
齢
を

問
わ
ず
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

身
近
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　本
大
会
で
は
、
私
た
ち
が
家
庭

や
職
場
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
か
一
緒
に
考
え
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
30
日
（火）

　
　
　
　13
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
綾
歌
総
合
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　ア
イ
レ
ッ
ク
ス

▽
内
容
＝
式
典
・
基
調
講
演
等

※
講
師
は
野
村
総
一
郎
氏
（
防
衛

　医
科
大
学
校
病
院
長
）
を
予
定
。

　参
加
費
無
料
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　香
川
県
障
害
福
祉
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
２
９
４

■『
職
業
相
談
会
』開
催

　多
度
津
町
で
『
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

丸
亀
出
張
職
業
相
談
会
』
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
＝
平
成
24
年
10
月
15
日
（月）

　
　
　
　平
成
24
年
12
月
17
日
（月）

　
　
　
　平
成
25
年
２
月
18
日
（月）

　
　
　／
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
産
業
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
21
‐
８
６
０
９

　
　

■
調
停
制
度
発
足
90
周
年
行
事

　
　『調
停
で
つ
か
も
う
、

　
　
　
　
　解
決
の
糸
口
を
』

　裁
判
所
の
調
停
制
度
は
施
行
後
、

今
年
で
90
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　そ
こ
で
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ま

に
調
停
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
裁
判
官
に
よ
る
調
停
制

度
の
説
明
や
身
近
な
問
題
を
題
材

と
し
た
模
擬
調
停
お
よ
び
庁
舎
見

学
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
25
日
（木）

　
　
　
　14
時
〜
16
時
45
分

▽
場
所
＝
高
松
家
庭
裁
判
所
４
階

▽
申
込
期
間
＝
10
月
１
日
（月）
〜

　
　
　
　
　
　10
月
12
日
（金）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　定
員
（
40
名
程
度
）
に
達
し
た

　時
点
で
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　高
松
地
方
裁
判
所
総
務
課

　☎
０
８
７
‐
８
５
１
‐
１
５
３
７

■
備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　一般
公
開
の
ご
案
内

　11
月
１
日
の
『
灯
台
記
念
日
』

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
当
セ
ン

タ
ー
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

　ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
展
示
・
販

売
や
、
備
讃
瀬
戸
海
域
お
よ
び
宇

多
津
町
が
一
望
で
き
る
屋
上
の
開

放
の
ほ
か
、
多
数
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
11
月
４
日
（日）

　
　
　
　10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
備
讃
瀬
戸
海
上
交
通

　
　
　
　セ
ン
タ
ー
（
宇
多
津
町

　
　
　
　青
の
山
３
８
１
０
‐
２
）

【
問
合
せ
】

　備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
49
‐
３
３
６
６

■『
平
成
24
年
度
高
松
矯
正
展
』

　法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

刑
事
施
設
に
お
け
る
受
刑
者
等
の

処
遇
状
況
を
紹
介
し
、
受
刑
者
の

社
会
復
帰
に
対
す
る
温
か
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
く
た
め
、

高
松
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

　高
松
刑
務
所
の
施
設
見
学
や
刑

務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
、
特
別

講
演
会
（
沖
中
祐
三

　高
松
少
年

鑑
別
所
長
）
の
ほ
か
、
よ
さ
こ
い

踊
り
や
和
太
鼓
演
奏
な
ど
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝

　10
月
13
日
（土）
／
10
時
〜
16
時

　10
月
14
日
（日）
／
９
時
30
分
〜
15
時

▽
場
所
＝
高
松
刑
務
所

【
問
合
せ
】

　高
松
刑
務
所
（
作
業
部
門
直
通
）

　☎
０
８
７
‐
８
２
１
‐
６
１
１
９

■『
無
料
調
停
相
談
会
』

　交
通
事
故
、
多
重
債
務
、
土
地

建
物
、
近
隣
関
係
、
家
庭
問
題
、

遺
産
相
続
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。
（
受
付
は
先
着
順
）

▽
日
時
＝
10
月
25
日
（木）

　
　
　
　10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
丸
亀
市
民
会
館

　１
階

【
問
合
せ
】

　丸
亀
調
停
協
会

　
　
　
　
　
　☎
23
‐
５
２
７
０

■『
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
』

　自
動
車
は
、
国
民
の
生
活
や
経

済
の
発
展
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
我
が

国
の
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
や
車
両

火
災
事
故
の
防
止
を
含
む
自
動
車

hzc
0
1
7
7
0
@
nifty

.ne
.jp

の
不
具
合
に
よ
る
事
故
を
減
ら
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も

に
、
環
境
面
に
お
い
て
も
、
排
出

ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
や
地
球
温

暖
化
問
題
へ
の
対
応
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　本
来
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
は
、

事
故
の
防
止
や
環
境
保
全
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
動
車
の

点
検
・
整
備
の
実
施
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
車
輪
脱
落
事

故
や
車
両
火
災
事
故
を
防
止
す
る

た
め
の
重
点
的
な
点
検
の
実
施
等

の
取
り
組
み
も
必
要
で
す
。

　こ
の
た
め
、
国
土
交
通
省
で
は
、

自
動
車
運
送
事
業
者
等
で
大
型
自

動
車
の
保
有
者
に
対
し
て
、
よ
り

確
実
に
点
検
整
備
を
実
施
し
て
頂

く
た
め
、
９
月
、
10
月
を
「
自
動

車
点
検
整
備
推
進
運
動
強
化
月
間
」

と
し
て
全
国
的
に
展
開
し
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局

　☎
０
８
７
‐
８
８
２
‐
１
３
５
５

モニターツアー参加者大募集　　　　　　　　　　　　【問合せ・申込み】多度津商工会議所　☎３３－４０００

　多度津商工会議所では、多度津旧町内の町中にある歴史的な町並みや建物等、景観を賑わいの素材として、まちあるき
観光のコースやガイド内容の整備を進めています。これまで調査研究としてまとめたものを、皆さまに体験していただく
ためのモニターツアーを次の内容で実施します。皆さまのご参加によるご協力をお願いいたします。
　こんぴら街道　海の玄関　たどつ 　－なつかし多度津のまち歩き－
　【日　　時】１０月２１日（日）／集合時間９時
　【集合場所】多度津町立資料館
　【所要時間】約２時間３０分
　【定　　員】３０名（１組１０名の３組）
　【参 加 料】無料（アンケート等にお答え願います。）

スイーツ（なつかしの味）を食べながら、あなたの町を歩きませんか！！　

主な立ち寄り先（コース距離約３ｋｍ）
多度津町立資料館→大正堂→須賀金刀比羅宮
→合田酒店→雁木→柳原菓子店→よっていっ
てやー(まちの展示館)→神原薬局→こんぴら
街道起点の鶴橋→三宅菓子店→金毘羅燈籠→
船だまり→桃陵彫工房
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☆と　き：１０月２８日（日）９時３０分～１４時（※開場は、開会式終了後）

☆ところ：町民健康センター

★健康チェック！健康発見！コーナー
●医師による健康相談・歯科健診（午前中）

●ブラッシング指導・フッ素塗布（午前中）

●血管年齢チェック　●体力測定　●お薬相談

●献血（１０時～１２時／１３時～１４時）

●足の裏健康チェック

★健康に１歩前進！体験コーナー
●食育学習コーナー　●若返りヨーガ教室（午前中）

●野菜の重さ当てクイズ　●風車・竹とんぼ配布

●食育ゲーム　●製作＆遊びコーナー

★知って　学んで　健康に！
●桃陵苑作品展示　●野菜たっぷりメニュー試食

●多度津中学校生徒考案の朝ごはんメニューの展示

●行政相談コーナー　●行政相談パネル展

●学校給食パネル展　など

このほか

バザー、さくらもち配布、

さぬきの夢2000うどん販売、

各団体の活動展など…

食と健康に関する楽しいコーナーが

盛りだくさん！

健康フェスタ2012 in たどつ
～みんなの健康  みんなの笑顔～

健康フェスタ2012 in たどつ
～みんなの健康  みんなの笑顔～

１０月２８日（日）
９時３０分～１４時

健康フェスタにご家族そろってお越しください！！

佐柳島探検

　　　　　　　　佐柳八幡宮の祭礼の日にあたります。
　　　　　　　　島しょ部のお祭りを堪能し、また、文化
　　　　　　　　財めぐりをする楽しいコースです。
　　　　　　　　高知県大豊町産の碁石茶を使った茶がゆ、
　　　　　　　　おいしいよ！！食べに来てくださいね。
【参加特典】昼の軽食とお茶、茶がゆの試食、記念品付

【ナビゲーター】佐柳ふるさとの会

１０月７日（日）　６：３０集合／６：５５出発
●集合場所／多度津港桟橋（佐柳・高見定期船のりば）●所要時

間／約７時間（乗船時間を除く）●距離／約５㎞●定員／１５名

●参加料／１，５００円（※往復船代別途１，３２０円は、各自

で購入）●問合せ・申込み／多度津町立資料館 ☎0877-33-3343

多度津港（6：５５発）※記念撮影あり→佐柳島本浦港（８：０５着）

→八幡宮まつり→長崎地区両墓制（県文化財）→佐柳島体験センター

（茶がゆ試食・昼食）→大天神社参拝→咸臨丸水夫の墓→乗蓮寺→

佐柳島本浦港（１５：２５発）→多度津港（１６：１５着）

　 多度津のまち歩き「たどつＡＬＷＡＹＳ」 　
主催
たどつまちあるきの会 

　多度津のまち歩き「たどつＡＬＷＡＹＳ」は、多度津の歴史・文化・産業や、そこに住む人との出会いなど、
楽しい発見が待ってます。多度津のまちを一緒に歩いてみませんか。

～島の秋まつり体験と文化財めぐり～

廃線道ウォークときしゃぽっぽまつりを満喫する

　　　　　　　　まちに残る讃岐鉄道（ＪＲ四国の前身）の
　　　　　　　　線路跡や、今も現役のレンガ積みの鉄橋。
　　　　　　　　多度津に刻まれた鉄道の歴史を辿る小旅
　　　　　　　　行を、鉄分たっぷりのガイドとともに。
　　　　　　　　年に一度、ＪＲ四国多度津工場を公開す
　る「きしゃぽっぽまつり」へもご案内します。
【参加特典】お茶・讃岐鉄道の資料付

【ナビゲーター】たどつまちあるきの会

１０月１３日（土）　９：００集合／９：０５出発
●集合場所／多度津駅●所要時間／約４時間●距離／約５㎞

●定員／２０名●参加料／１，５００円（ＪＲ料金は別途）

●問合せ・申込み／多度津町立資料館 ☎0877-33-3343

ＪＲ多度津駅→ＪＲ讃岐塩屋駅→中津川鉄梁→廃線道→町立資料館→

ＪＲ四国多度津(車両修理)工場→ＪＲ多度津駅

～四国の鉄道は、ここ讃岐鉄道から始まった～

多度津の伝統産業である瓦ねんどで楽しく体験

　　　　　　　　　瓦工場の中の工房で、県展入賞作家の
　　　　　　　　　親切ていねいな指導のもとに、時間も
　　　　　　　　　忘れて作品作り。出来上がった作品は
　　　　　　　　　ご自分への良い記念になることでしょ
　　　　　　　　　う。瓦を作る粘土をこねていると時間
　の経つのも忘れ、仕上げた後の達成感は格別です。ぜひ、
　瓦粘土の体験コースはいかがでしょうか。
【参加特典】作品はあなたへの記念品

【ナビゲーター】たどつまちあるきの会

１０月２０日（土）　９：３０集合／９：３５出発
●集合場所／三谷瓦工房（大塚裕通・多度津町西白方203-3）（駐

車できます）●所要時間／約２時間（希望により３０分延長可）

●定員／１０名●参加料／１，５００円（材料代・焼上げ代込み、

作品送付希望の場合送料別途各自負担●問合せ・申込み／多度津

商工会議所 ☎0877-33-4000

三谷瓦工房にて「瓦ねんど」よる制作体験

～世界に１つだけのオリジナル作品づくり～

歩恋（ホッこい）

　　　　　　　　多度津商工会議所青年部恒例の｢婚活｣が
　　　　　　　　まち歩きとタイアップ。多度津の歴史・
　　　　　　　　文化・銘菓を体験しながら恋の花を咲か
　　　　　　　　せてみませんか？独身男女の参加をお待
　　　　　　　　ちしております。多度津の歴史に興味あ
　る方、大歓迎です。（お申込み後、詳細は後日青年部か
　ら連絡いたします。）
【参加特典】試食、昼食、記念品

【ナビゲーター】商工会議所青年部、たどつまちあるきの会

１１月１１日（日）　９：３０集合／９：３５出発
●集合場所／多度津町立資料館●所要時間／約３時間●距離／

約２．５㎞●定員／３０名程度●参加料／２，０００円●問合

せ・申込み／多度津商工会議所 ☎0877-33-4000

多度津町立資料館（家中）→富井邸（武家屋敷）→大正堂（ロールカ

ステラ）→多度津桃陵彫工房（栄町）→桜川遊歩道・山本医院・旧楽

天堂医院（大通り）→少林寺拳法旧道場（仲ノ町）→柳原菓子店（一

太郎せんべい）→写真のナイト（仲ノ町）→よっていってやー（お餅）

→ミートショップ三野（コロッケ）→花瀬（鍋ホルうどん）

～多度津を歩けば恋をする！？-婚活イベント-～

《 健康標語 優秀作品展示 》
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☆と　き：１０月２８日（日）９時３０分～１４時（※開場は、開会式終了後）

☆ところ：町民健康センター

★健康チェック！健康発見！コーナー
●医師による健康相談・歯科健診（午前中）

●ブラッシング指導・フッ素塗布（午前中）

●血管年齢チェック　●体力測定　●お薬相談

●献血（１０時～１２時／１３時～１４時）

●足の裏健康チェック

★健康に１歩前進！体験コーナー
●食育学習コーナー　●若返りヨーガ教室（午前中）

●野菜の重さ当てクイズ　●風車・竹とんぼ配布

●食育ゲーム　●製作＆遊びコーナー

★知って　学んで　健康に！
●桃陵苑作品展示　●野菜たっぷりメニュー試食

●多度津中学校生徒考案の朝ごはんメニューの展示

●行政相談コーナー　●行政相談パネル展

●学校給食パネル展　など

このほか

バザー、さくらもち配布、

さぬきの夢2000うどん販売、

各団体の活動展など…

食と健康に関する楽しいコーナーが

盛りだくさん！

健康フェスタ2012 in たどつ
～みんなの健康  みんなの笑顔～

健康フェスタ2012 in たどつ
～みんなの健康  みんなの笑顔～

１０月２８日（日）
９時３０分～１４時

健康フェスタにご家族そろってお越しください！！

佐柳島探検

　　　　　　　　佐柳八幡宮の祭礼の日にあたります。
　　　　　　　　島しょ部のお祭りを堪能し、また、文化
　　　　　　　　財めぐりをする楽しいコースです。
　　　　　　　　高知県大豊町産の碁石茶を使った茶がゆ、
　　　　　　　　おいしいよ！！食べに来てくださいね。
【参加特典】昼の軽食とお茶、茶がゆの試食、記念品付

【ナビゲーター】佐柳ふるさとの会

１０月７日（日）　６：３０集合／６：５５出発
●集合場所／多度津港桟橋（佐柳・高見定期船のりば）●所要時

間／約７時間（乗船時間を除く）●距離／約５㎞●定員／１５名

●参加料／１，５００円（※往復船代別途１，３２０円は、各自

で購入）●問合せ・申込み／多度津町立資料館 ☎0877-33-3343

多度津港（6：５５発）※記念撮影あり→佐柳島本浦港（８：０５着）

→八幡宮まつり→長崎地区両墓制（県文化財）→佐柳島体験センター

（茶がゆ試食・昼食）→大天神社参拝→咸臨丸水夫の墓→乗蓮寺→

佐柳島本浦港（１５：２５発）→多度津港（１６：１５着）

　 多度津のまち歩き「たどつＡＬＷＡＹＳ」 　
主催
たどつまちあるきの会 

　多度津のまち歩き「たどつＡＬＷＡＹＳ」は、多度津の歴史・文化・産業や、そこに住む人との出会いなど、
楽しい発見が待ってます。多度津のまちを一緒に歩いてみませんか。

～島の秋まつり体験と文化財めぐり～

廃線道ウォークときしゃぽっぽまつりを満喫する

　　　　　　　　まちに残る讃岐鉄道（ＪＲ四国の前身）の
　　　　　　　　線路跡や、今も現役のレンガ積みの鉄橋。
　　　　　　　　多度津に刻まれた鉄道の歴史を辿る小旅
　　　　　　　　行を、鉄分たっぷりのガイドとともに。
　　　　　　　　年に一度、ＪＲ四国多度津工場を公開す
　る「きしゃぽっぽまつり」へもご案内します。
【参加特典】お茶・讃岐鉄道の資料付

【ナビゲーター】たどつまちあるきの会

１０月１３日（土）　９：００集合／９：０５出発
●集合場所／多度津駅●所要時間／約４時間●距離／約５㎞

●定員／２０名●参加料／１，５００円（ＪＲ料金は別途）

●問合せ・申込み／多度津町立資料館 ☎0877-33-3343

ＪＲ多度津駅→ＪＲ讃岐塩屋駅→中津川鉄梁→廃線道→町立資料館→

ＪＲ四国多度津(車両修理)工場→ＪＲ多度津駅

～四国の鉄道は、ここ讃岐鉄道から始まった～

多度津の伝統産業である瓦ねんどで楽しく体験

　　　　　　　　　瓦工場の中の工房で、県展入賞作家の
　　　　　　　　　親切ていねいな指導のもとに、時間も
　　　　　　　　　忘れて作品作り。出来上がった作品は
　　　　　　　　　ご自分への良い記念になることでしょ
　　　　　　　　　う。瓦を作る粘土をこねていると時間
　の経つのも忘れ、仕上げた後の達成感は格別です。ぜひ、
　瓦粘土の体験コースはいかがでしょうか。
【参加特典】作品はあなたへの記念品

【ナビゲーター】たどつまちあるきの会

１０月２０日（土）　９：３０集合／９：３５出発
●集合場所／三谷瓦工房（大塚裕通・多度津町西白方203-3）（駐

車できます）●所要時間／約２時間（希望により３０分延長可）

●定員／１０名●参加料／１，５００円（材料代・焼上げ代込み、

作品送付希望の場合送料別途各自負担●問合せ・申込み／多度津

商工会議所 ☎0877-33-4000

三谷瓦工房にて「瓦ねんど」よる制作体験

～世界に１つだけのオリジナル作品づくり～

歩恋（ホッこい）

　　　　　　　　多度津商工会議所青年部恒例の｢婚活｣が
　　　　　　　　まち歩きとタイアップ。多度津の歴史・
　　　　　　　　文化・銘菓を体験しながら恋の花を咲か
　　　　　　　　せてみませんか？独身男女の参加をお待
　　　　　　　　ちしております。多度津の歴史に興味あ
　る方、大歓迎です。（お申込み後、詳細は後日青年部か
　ら連絡いたします。）
【参加特典】試食、昼食、記念品

【ナビゲーター】商工会議所青年部、たどつまちあるきの会

１１月１１日（日）　９：３０集合／９：３５出発
●集合場所／多度津町立資料館●所要時間／約３時間●距離／

約２．５㎞●定員／３０名程度●参加料／２，０００円●問合

せ・申込み／多度津商工会議所 ☎0877-33-4000

多度津町立資料館（家中）→富井邸（武家屋敷）→大正堂（ロールカ

ステラ）→多度津桃陵彫工房（栄町）→桜川遊歩道・山本医院・旧楽

天堂医院（大通り）→少林寺拳法旧道場（仲ノ町）→柳原菓子店（一

太郎せんべい）→写真のナイト（仲ノ町）→よっていってやー（お餅）

→ミートショップ三野（コロッケ）→花瀬（鍋ホルうどん）

～多度津を歩けば恋をする！？-婚活イベント-～

《 健康標語 優秀作品展示 》



健康栄養相談   

健康栄養相談   

食改フェスタ試作試食   

四箇福祉保健推進員会研修会   

　「ウォーキング」   

のびのび広場   

健康栄養相談   

離乳食講習会   

生活習慣病予防相談   

１歳６か月児健診   

多度津福祉保健推進員会研修会   

　「ウォーキング」   

３歳児健診   

四箇地区母子愛育班班員会   

生活習慣病予防相談   

健康づくりセミナー④   

　「ウォーキング」   

親子ふれあい広場   

　「ベビーマッサージ」   

ことばの相談（要予約）   

健康づくり　さくら教室   

生活習慣病予防相談   

生活習慣病予防相談   

こども相談(要予約）   

乳幼児相談・ブックスタート   

健康フェスタ準備   

健康フェスタ準備   

健康フェスタ２０１２ in たどつ   

献血   

献血        

19 18

保健だより保健だより 申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで 10月の予定10月の予定

離乳食講習会（平成24年５～６月生まれ）、１歳６か月児健診（平成      

23年２～３月生まれ）、３歳児健診（平成21年３月生まれ）、乳幼児      

相談（平成23年12月生まれの乳児と幼児）      

本浦＝佐柳本浦住民会館／佐柳＝佐柳いこいの家／健セ＝保健センタ      

ー／高見＝高見いこいの家／白公＝白方地区公民館／四公＝四箇地区      

公民館／豊婦＝豊原農村婦人の家／八幡・浄水場＝八幡の森・平渕浄      

水場／福セ＝福祉センター      

※『林求馬邸』開館日は、10月７日（日）、11月４日（日）です。

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定

日曜日

10:00-11:30

13:00-14:30

9:30-12:00

9:30-13:30

9:30-12:00

14:30-15:30

13:30-15:00

13:30-15:00

13:30-14:30

9:30-12:30

13:30-14:30

9:30-11:00

13:30-15:00

9:30-12:00

10:00-11:30

9:00-11:00

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-15:00

9:00-16:00

9:30-10:30

9:00-17:00

9:00-17:00

9:30-14:00

10:00-12:00

13:00-14:00

１日(月)

２日(火)

３日(水)

４日(木)

５日(金)

９日(火)

10日(水)

11日(木)

12日(金)

15日(月)

17日(水)

18日(木)

19日(金)

24日(水)

25日(木)

26日(金)

27日(土)

28日(日)

本浦

佐柳

健セ

まんのう

公　　園

健セ

高見

健セ

白公

健セ

善通寺

五岳の里

健セ

四公

豊婦

八幡・

浄水場

健セ

健セ

福セ

福セ

四公

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

行　　事 時　間 場所

納期限

10月31日（水） 町県民税
国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料

３期
３期
４期

対象税目 期　別

■ 休日当番医

■ 納税・納付

柔道整復   10月14日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

６日、７日、８日、13日、14日、20日、21日、 
27日、28日、11月３日、４日 

１日、８日、９日、15日～25日、29日、 
31日、11月３日、５日 

２日、９日、16日、23日、30日、 
11月６日 

２日、９日、16日、23日、30日、 
11月６日 

１日、９日、15日、22日、29日、 
11月５日  

１日、９日、15日、22日、29日、 
11月５日 
 

山 本 医 院

くるみクリニック

中 野 小 児 科

善紀クリニック

し お か ぜ 病 院

桃陵クリニック

加 藤 整 形 外 科

（大通り）

（北鴨２）

（道福寺）

（ 西 浜 ）

（堀江４）

（本通２）

（堀江１）

10月７日

10月８日

10月14日

10月21日

10月28日

11月３日

11月４日

☎32-2809

☎58-5050

☎32-4532

☎32-7171

☎33-2545

☎58-5588

☎32-8006

●乳がん検診

日曜日

23日(火)

マンモグラフィ検査 視触診検診

8:45-11:00／12:45-15:00 8:45-11:00／12:45-15:00

場所＝保健センター 相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障 が い 者
生活支援相談

こころの
　相談日

10月18日(木)
10:30-12:00
電話予約をお願いします

10月16日(火)
10:00-15:00

10月16日(火)
10:00-15:00

10月25日(木)
13:30-16:30

10月18日(木)
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 10月24日(水)
10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 10月19日(金)
13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488／福祉保健課

日　　時 場所・連絡先

■ 無料相談

◆ 不安解消！！家庭で役立つ楽々介護（介護技術教室） ◆　　　　地域包括支援センター　☎３３－１１３８
車いすの操作や食事介助・排せつについてなど、家庭での介護のコツをプロにしっかり教えて貰えます。
備えあれば憂いなし！今後の為に知っておきたいという方も是非どうぞ。（参加費 無料）
【日時】①10月22日（月）　13時30分～15時30分      
　　　　②10月29日（月）　13時30分～15時30分      
　　　　③11月12日（月）　13時30分～15時30分      
　　　　④11月27日（火）　13時30分～16時30分      

【場所】福祉センター４階　（④のみ２階）
【定員】４０名（電話にてお申込みください）
    
※詳しくは回覧文書・社協ホームページをご覧ください。

●高齢者肺炎球菌ワクチン
　　　　予防接種費用の一部助成について
　７５歳以上の町民の方は、肺炎球菌ワクチン予防接種

の一部助成を受けられます。

　助成券の発行には、事前に申請手続きが必要です。接

種を希望される方は、保健センターまでお問い合わせく

ださい。（申請時には印鑑が必要です）

なお、今までに自費で肺炎球菌ワクチンの接種を受け

た方も、接種から５年以上経過した場合は、助成の対象

になりました。（平成２４年１０月より）

■インフルエンザの感染予防方法
１．手洗い

　指の間や手首なども

　忘れずに洗いましょう。

２．うがい

　外出後は忘れずに行いましょう。

３．マスクの着用（咳エチケット）

　ウイルスを吸い込むことで

　インフルエンザに感染します。

　咳エチケットも忘れずに！

【対象者】

　①町内に住民票のある、接種当日満６５歳以上の方

　②町内に住民票のある、接種当日満６０歳～６５歳未満

　　の方で、心臓、腎臓、呼吸器の障がい、またはヒト免

　　疫不全ウイルスによる障がいで、日常生活が極度に制

　　限され、全てに介護が必要な方、およびその障がいで

　　身障手帳１・２級を有する方

【実施医療機関】

　秋山医院、氏家内科医院、ウツミ整形外科医院、加藤病

　院、加藤整形外科クリニック、河内病院、くるみクリニ

　ック、しおかぜ病院、嶋田耳鼻咽喉科、桃陵クリニック、

　中野小児科医院、三宅医院、三宅病院、山本医院、やす

　らぎの森、高見･佐柳診療所

【実施期間】

　平成２４年１０月１日（月）～　

　平成２５年３月３１日（日）（休診日は除く）

【自己負担金】１，０００円

　※生活保護法による被保護世帯の方や町民税非課税世帯

　　の方は、事前に手続きを行えば、自己負担金が免除に

　　なります。

【持ち物】健康保険証または後期高齢者医療被保険者証・

　　　　　身障手帳（１・２級該当者のみ）

※町内で接種される場合、予診票は町内医療機関に置いて

　あります。町外での接種を希望する場合は、事前に保健

　センターまでご連絡ください。予診票を発行します。

　当日は、動きやすい服装・履きなれた靴を準備のうえ、

ぜひご参加ください！

【日　時】１０月１５日（月）／９時～１２時頃

　　　　　（受付８時５０分　出発９時１０分）

【集合場所】ザ・ビッグ多度津店駐車場

【コース】八幡の森散策　→　平渕浄水場の見学　ほか

【持ち物】参加費１００円、お茶、タオル

※参加希望者は、１０月９日（火）までに、保健センター

　へお申し込みください。

※雨天中止

　食生活改善推進員（通称ヘルスメイト）

は、「私達の健康は私達の手で」という

合言葉のもとに、自分の、家族の、地域

の食生活改善、そして、健康づくりに明

るく元気に取り組んでいます。

　養成講座を修了し、私たちと一緒に地

域の健康を守る仲間の輪を大きく広げて

いきましょう。

【定　員】２０名（定員になり次第締切）

【参加費】３，０００円（調理実習費）

【締切日】１０月１９日（金）

※受講を希望される方は、保健センターまでお申込みくだ

　さい。申込受付後、詳細を個別にお送りします。

　　

　今、薬を使用しているみなさんは、薬の効果・副作用な

どについて正しく理解していますか？かかりつけ薬局を持

っていますか？相談しやすく、薬の情報や健康上のアドバ

イスなどいろんな事を教えてくれる、そんなかかりつけ薬

局を見つけましょう！

●薬を飲むときは、次のことに注意しましょう。

　１．医師や薬剤師などの専門家に相談して服用する。

　２．薬を正しく保管する。

　３．服用時間、用法、用量などを正しく守る。

　４．のみあわせに注意する。

　　　（たばこ、お酒、サプリメント、

　　　　食べ物や飲み物とののみあわせにも注意）

　　

予防接種について■

●高齢者インフルエンザ予防接種 ●健康ウォーキング教室『町内を歩いて脂肪燃焼！』

健康づくりセミナー　～健康生活を支援する教室～■

ヘルスメイト通信　～ヘルスメイト養成講座～

１０月１７日（水）～１０月２３日（火）は、
　『薬と健康の週間』です！

■

■

１１月５日（月）

１２月３日（月）

　１月９日（水）

　２月４日（月）

　３月４日（月）

 ９：００～

 １３：００

毎回講義と調理

実習を行います

町民健康センター

日　　　程 場　所



健康栄養相談   

健康栄養相談   

食改フェスタ試作試食   

四箇福祉保健推進員会研修会   

　「ウォーキング」   

のびのび広場   

健康栄養相談   

離乳食講習会   

生活習慣病予防相談   

１歳６か月児健診   

多度津福祉保健推進員会研修会   

　「ウォーキング」   

３歳児健診   

四箇地区母子愛育班班員会   

生活習慣病予防相談   

健康づくりセミナー④   

　「ウォーキング」   

親子ふれあい広場   

　「ベビーマッサージ」   

ことばの相談（要予約）   

健康づくり　さくら教室   

生活習慣病予防相談   

生活習慣病予防相談   

こども相談(要予約）   

乳幼児相談・ブックスタート   

健康フェスタ準備   

健康フェスタ準備   

健康フェスタ２０１２ in たどつ   

献血   

献血        

19 18

保健だより保健だより 申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで 10月の予定10月の予定

離乳食講習会（平成24年５～６月生まれ）、１歳６か月児健診（平成      

23年２～３月生まれ）、３歳児健診（平成21年３月生まれ）、乳幼児      

相談（平成23年12月生まれの乳児と幼児）      

本浦＝佐柳本浦住民会館／佐柳＝佐柳いこいの家／健セ＝保健センタ      

ー／高見＝高見いこいの家／白公＝白方地区公民館／四公＝四箇地区      

公民館／豊婦＝豊原農村婦人の家／八幡・浄水場＝八幡の森・平渕浄      

水場／福セ＝福祉センター      

※『林求馬邸』開館日は、10月７日（日）、11月４日（日）です。

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定

日曜日

10:00-11:30

13:00-14:30

9:30-12:00

9:30-13:30

9:30-12:00

14:30-15:30

13:30-15:00

13:30-15:00

13:30-14:30

9:30-12:30

13:30-14:30

9:30-11:00

13:30-15:00

9:30-12:00

10:00-11:30

9:00-11:00

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-15:00

9:00-16:00

9:30-10:30

9:00-17:00

9:00-17:00

9:30-14:00

10:00-12:00

13:00-14:00

１日(月)

２日(火)

３日(水)

４日(木)

５日(金)

９日(火)

10日(水)

11日(木)

12日(金)

15日(月)

17日(水)

18日(木)

19日(金)

24日(水)

25日(木)

26日(金)

27日(土)

28日(日)

本浦

佐柳

健セ

まんのう

公　　園

健セ

高見

健セ

白公

健セ

善通寺

五岳の里

健セ

四公

豊婦

八幡・

浄水場

健セ

健セ

福セ

福セ

四公

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

行　　事 時　間 場所

納期限

10月31日（水） 町県民税
国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料

３期
３期
４期

対象税目 期　別

■ 休日当番医

■ 納税・納付

柔道整復   10月14日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

６日、７日、８日、13日、14日、20日、21日、 
27日、28日、11月３日、４日 

１日、８日、９日、15日～25日、29日、 
31日、11月３日、５日 

２日、９日、16日、23日、30日、 
11月６日 

２日、９日、16日、23日、30日、 
11月６日 

１日、９日、15日、22日、29日、 
11月５日  

１日、９日、15日、22日、29日、 
11月５日 
 

山 本 医 院

くるみクリニック

中 野 小 児 科

善紀クリニック

し お か ぜ 病 院

桃陵クリニック

加 藤 整 形 外 科

（大通り）

（北鴨２）

（道福寺）

（ 西 浜 ）

（堀江４）

（本通２）

（堀江１）

10月７日

10月８日

10月14日

10月21日

10月28日

11月３日

11月４日

☎32-2809

☎58-5050

☎32-4532

☎32-7171

☎33-2545

☎58-5588

☎32-8006

●乳がん検診

日曜日

23日(火)

マンモグラフィ検査 視触診検診

8:45-11:00／12:45-15:00 8:45-11:00／12:45-15:00

場所＝保健センター 相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障 が い 者
生活支援相談

こころの
　相談日

10月18日(木)
10:30-12:00
電話予約をお願いします

10月16日(火)
10:00-15:00

10月16日(火)
10:00-15:00

10月25日(木)
13:30-16:30

10月18日(木)
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 10月24日(水)
10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 10月19日(金)
13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488／福祉保健課

日　　時 場所・連絡先

■ 無料相談

◆ 不安解消！！家庭で役立つ楽々介護（介護技術教室） ◆　　　　地域包括支援センター　☎３３－１１３８
車いすの操作や食事介助・排せつについてなど、家庭での介護のコツをプロにしっかり教えて貰えます。
備えあれば憂いなし！今後の為に知っておきたいという方も是非どうぞ。（参加費 無料）
【日時】①10月22日（月）　13時30分～15時30分      
　　　　②10月29日（月）　13時30分～15時30分      
　　　　③11月12日（月）　13時30分～15時30分      
　　　　④11月27日（火）　13時30分～16時30分      

【場所】福祉センター４階　（④のみ２階）
【定員】４０名（電話にてお申込みください）
    
※詳しくは回覧文書・社協ホームページをご覧ください。

●高齢者肺炎球菌ワクチン
　　　　予防接種費用の一部助成について
　７５歳以上の町民の方は、肺炎球菌ワクチン予防接種

の一部助成を受けられます。

　助成券の発行には、事前に申請手続きが必要です。接

種を希望される方は、保健センターまでお問い合わせく

ださい。（申請時には印鑑が必要です）

なお、今までに自費で肺炎球菌ワクチンの接種を受け

た方も、接種から５年以上経過した場合は、助成の対象

になりました。（平成２４年１０月より）

■インフルエンザの感染予防方法
１．手洗い

　指の間や手首なども

　忘れずに洗いましょう。

２．うがい

　外出後は忘れずに行いましょう。

３．マスクの着用（咳エチケット）

　ウイルスを吸い込むことで

　インフルエンザに感染します。

　咳エチケットも忘れずに！

【対象者】

　①町内に住民票のある、接種当日満６５歳以上の方

　②町内に住民票のある、接種当日満６０歳～６５歳未満

　　の方で、心臓、腎臓、呼吸器の障がい、またはヒト免

　　疫不全ウイルスによる障がいで、日常生活が極度に制

　　限され、全てに介護が必要な方、およびその障がいで

　　身障手帳１・２級を有する方

【実施医療機関】

　秋山医院、氏家内科医院、ウツミ整形外科医院、加藤病

　院、加藤整形外科クリニック、河内病院、くるみクリニ

　ック、しおかぜ病院、嶋田耳鼻咽喉科、桃陵クリニック、

　中野小児科医院、三宅医院、三宅病院、山本医院、やす

　らぎの森、高見･佐柳診療所

【実施期間】

　平成２４年１０月１日（月）～　

　平成２５年３月３１日（日）（休診日は除く）

【自己負担金】１，０００円

　※生活保護法による被保護世帯の方や町民税非課税世帯

　　の方は、事前に手続きを行えば、自己負担金が免除に

　　なります。

【持ち物】健康保険証または後期高齢者医療被保険者証・

　　　　　身障手帳（１・２級該当者のみ）

※町内で接種される場合、予診票は町内医療機関に置いて

　あります。町外での接種を希望する場合は、事前に保健

　センターまでご連絡ください。予診票を発行します。

　当日は、動きやすい服装・履きなれた靴を準備のうえ、

ぜひご参加ください！

【日　時】１０月１５日（月）／９時～１２時頃

　　　　　（受付８時５０分　出発９時１０分）

【集合場所】ザ・ビッグ多度津店駐車場

【コース】八幡の森散策　→　平渕浄水場の見学　ほか

【持ち物】参加費１００円、お茶、タオル

※参加希望者は、１０月９日（火）までに、保健センター

　へお申し込みください。

※雨天中止

　食生活改善推進員（通称ヘルスメイト）

は、「私達の健康は私達の手で」という

合言葉のもとに、自分の、家族の、地域

の食生活改善、そして、健康づくりに明

るく元気に取り組んでいます。

　養成講座を修了し、私たちと一緒に地

域の健康を守る仲間の輪を大きく広げて

いきましょう。

【定　員】２０名（定員になり次第締切）

【参加費】３，０００円（調理実習費）

【締切日】１０月１９日（金）

※受講を希望される方は、保健センターまでお申込みくだ

　さい。申込受付後、詳細を個別にお送りします。

　　

　今、薬を使用しているみなさんは、薬の効果・副作用な

どについて正しく理解していますか？かかりつけ薬局を持

っていますか？相談しやすく、薬の情報や健康上のアドバ

イスなどいろんな事を教えてくれる、そんなかかりつけ薬

局を見つけましょう！

●薬を飲むときは、次のことに注意しましょう。

　１．医師や薬剤師などの専門家に相談して服用する。

　２．薬を正しく保管する。

　３．服用時間、用法、用量などを正しく守る。

　４．のみあわせに注意する。

　　　（たばこ、お酒、サプリメント、

　　　　食べ物や飲み物とののみあわせにも注意）

　　

予防接種について■

●高齢者インフルエンザ予防接種 ●健康ウォーキング教室『町内を歩いて脂肪燃焼！』

健康づくりセミナー　～健康生活を支援する教室～■

ヘルスメイト通信　～ヘルスメイト養成講座～

１０月１７日（水）～１０月２３日（火）は、
　『薬と健康の週間』です！

■

■

１１月５日（月）

１２月３日（月）

　１月９日（水）

　２月４日（月）

　３月４日（月）

 ９：００～

 １３：００

毎回講義と調理

実習を行います

町民健康センター

日　　　程 場　所



【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室     33－1115

町の人口町の人口
（９月１日現在　常住人口）（９月１日現在　常住人口）

人　口　
   男　   
   女　　
世帯数

（－  １）
（－  3）
（＋  2）
  （－  6）

２３，２７6  人
１１，４９3  人
１１，７８3  人
   ９，２46世帯

■臨時休館のお知らせ
　 図書の整理のため、
  １０月１５日（月）～２５日（木）は、休館します。
  ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

  ★お手伝いいただけるボランティアさん大募集！！
     お気軽に図書館カウンターまでお申し出ください。

■新着・図書のお知らせ
ちちしきのもり　シリーズ・少年写真新聞社
　　本を読んで得られるものは感動や
　発見、知識だけに限りません。本を
　通じて養われた知的好奇心や考えた
　り感じたりする力は、次の疑問や興
　味関心を生み出します。

　　発展的な読書の楽しさを伝える
　ノンフィクションシリーズ。

 ●　　　　　　　　　　　　　   著・谷川 勝至
　　放射線がどんなものかを正しく理解できる本。
　　身を守る方法もわかります。

 ●　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　  著・馬上 丈司　／ 監修・倉阪 秀史
　　どう変わる？
　　再生可能エネルギーが支える未来の社会。

 ●　　　　　　　　　　　　　   著・宍倉 正展
　　大地には、これから来る地震や津波の情報がねむっている！
　想定外といわれる巨大地震を想定した専門家の研究。

 ●　　　　　　　　　　　　　　
                                                            著・泉 美智子
　　おこづかいから国の税金まで、お金の動きについて考えて
　みましょう。｢経済｣のすがたが見えてきます。

　・・・・・・・・・・２１９冊
・・・・・・・・・・・・４，８７７人
・・・・・・・・・・・８，４６９冊

・・・・・・７１人

■10月の行事
　★おはなし会『ひまわり』
　　　１０月１３日（土）   １４時～１４時３０分
　絵本の読み聞かせ、紙しばい、手あそびなどをします。

　※今月の『ライブラリーこぐま』は、お休みです。

◆◆　喫茶去（きっさこ）　◆◆
　明徳会図書館、今の場所に新築移転したのが、
　昭和５７年（1982年）。御年、３０歳！
　かなりの ご老体になりました。
　空調設備も とうとうダウン。
　ご利用の皆さまには、今夏の酷暑、
　ご迷惑をおかけしました。
　この場をお借りしまして、お詫び申し上げます。
　皆さまの理解を得、刷新！！
　おかげさまで、遅い残暑にはぎりぎり間に合いました。
　深く深く感謝です。
　昨年度には、二重窓になり、トイレも一部洋式に。
　読書環境は、ばっちり整いました。
　皆さまのご来館、心よりお待ち申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館長
　（これからの冬、石油ストーブは、
　   お役ごめんになりそーです。いと、よろこばし。）

『みんなが知りたい放射線の話』

『巨大地震をほり起こす』　　

『「５００円玉の旅」～お金の動きがわかる本～』　

『知ろう！再生可能エネルギー』

■８月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

■町民会館からお知らせ　電話３３－３３3０
 ☆文化事業チケット情報☆
　劇団四季ミュージカル 『王様の耳はロバの耳』
  【日時】１１月２５日（日）開演１７時００分
  【料金】Ｓ席４，２００円 　Ａ席３，１５０円
　　　　（全席指定・税込）
　　　　　　チケット好評発売中！

（関連記事・・・・・・・11Ｐ）

●  『第２２回　わんぱく寺子屋』●  『第２２回　わんぱく寺子屋』


